
(57)【要約】

【課題】周囲温度が変化しても表示品質の劣化を使用者

が認識できない程度に抑えつつ、応答速度を向上可能で

、しかも、回路構成が簡単な液晶表示装置を実現する。

【解決手段】変調駆動処理部１３は、前フレームから現

フレームへの階調遷移を強調するために、前および現フ

レームの映像データの組み合わせに対応する補正映像デ

ータを、周囲温度に拘わらず、１枚のルックアップテー

ブルから読み出して出力する。一方、温度制御回路７は

、ヒータ５を制御して、４８℃～６３℃までに設定され

た温度を目標温度とし、上記パネル１１の温度が、１℃

から１．５℃までに設定されたしきい値以上に上記目標

温度を上回った場合は、上記ヒータ５による加熱を停止

し、上記パネル１１の温度が、１℃から１．５℃までに

設定されたしきい値以上に上記目標温度を下回った場合

は、上記ヒータ５による加熱を開始する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
液 晶 パ ネ ル の 各 画 素 の 今 回 の 輝 度 を 示 す デ ー タ を 、 次 回 ま で 記 憶 す る メ モ リ と 、 入 力 さ れ
得 る 前 回 の デ ー タ と 今 回 の デ ー タ と の 組 み 合 わ せ 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 出 力 信 号 が 予 め 記
憶 さ れ た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル と 、 上 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 、 上 記 メ モ リ か ら 読 み
出 し た 前 回 の デ ー タ と 今 回 の デ ー タ と の 組 み 合 わ せ に 対 応 す る デ ー タ を 読 み 出 し 、 当 該 デ
ー タ 自 体 、 ま た は 、 そ れ を 補 間 し た デ ー タ を 上 記 今 回 の 輝 度 を 示 す デ ー タ に 代 え て 出 力 す
る こ と に よ っ て 、 前 回 か ら 今 回 へ の 階 調 遷 移 を 強 調 す る よ う に 、 今 回 の デ ー タ を 補 正 し た
出 力 信 号 を 出 力 す る 制 御 手 段 と を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
上 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 枚 数 は 、 １ 枚 に 設 定 さ れ て お り 、
上 記 液 晶 パ ネ ル を 加 熱 す る ヒ ー タ と 、
３ ３ ℃ か ら ６ ３ ℃ ま で の う ち の 予 め 定 め ら れ た 温 度 を 目 標 温 度 と し 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温
度 が 当 該 目 標 温 度 か ら ３ ℃ 以 内 に な る よ う に 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 開 始 ／ 加 熱 停 止 を 制
御 す る ヒ ー タ 制 御 手 段 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
液 晶 パ ネ ル の 各 画 素 の 今 回 の 輝 度 を 示 す デ ー タ を 、 次 回 ま で 記 憶 す る メ モ リ と 、 入 力 さ れ
得 る 前 回 の デ ー タ と 今 回 の デ ー タ と の 組 み 合 わ せ 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 出 力 信 号 が 予 め 記
憶 さ れ た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル と 、 上 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 、 上 記 メ モ リ か ら 読 み
出 し た 前 回 の デ ー タ と 今 回 の デ ー タ と の 組 み 合 わ せ に 対 応 す る デ ー タ を 読 み 出 し 、 当 該 デ
ー タ 自 体 、 ま た は 、 そ れ を 補 間 し た デ ー タ を 上 記 今 回 の 輝 度 を 示 す デ ー タ に 代 え て 出 力 す
る こ と に よ っ て 、 前 回 か ら 今 回 へ の 階 調 遷 移 を 強 調 す る よ う に 、 今 回 の デ ー タ を 補 正 し た
出 力 信 号 を 出 力 す る 制 御 手 段 と を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
上 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 枚 数 は 、 １ 枚 に 設 定 さ れ て お り 、
上 記 液 晶 パ ネ ル を 加 熱 す る ヒ ー タ と 、
上 記 ヒ ー タ を 制 御 し て 、 ３ ３ ℃ か ら ６ ３ ℃ ま で の う ち の 予 め 定 め ら れ た 温 度 を 目 標 温 度 と
し 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が 、 １ ℃ か ら １ ． ５ ℃ ま で の う ち の 予 め 定 め ら れ た し き い 値 以
上 に 上 記 目 標 温 度 を 上 回 っ た 場 合 は 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 を 停 止 し 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の
温 度 が 、 １ ℃ か ら １ ． ５ ℃ ま で の う ち の 予 め 定 め ら れ た し き い 値 以 上 に 上 記 目 標 温 度 を 下
回 っ た 場 合 は 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 を 開 始 す る ヒ ー タ 制 御 手 段 と を 備 え て い る こ と を 特
徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
液 晶 パ ネ ル の 各 画 素 の 今 回 の 輝 度 を 示 す デ ー タ を 、 次 回 ま で 記 憶 す る メ モ リ と 、 入 力 さ れ
得 る 前 回 の デ ー タ と 今 回 の デ ー タ と の 組 み 合 わ せ 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 出 力 信 号 が 予 め 記
憶 さ れ た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル と 、 上 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 、 上 記 メ モ リ か ら 読 み
出 し た 前 回 の デ ー タ と 今 回 の デ ー タ と の 組 み 合 わ せ に 対 応 す る デ ー タ を 読 み 出 し 、 当 該 デ
ー タ 自 体 、 ま た は 、 そ れ を 補 間 し た デ ー タ を 上 記 今 回 の 輝 度 を 示 す デ ー タ に 代 え て 出 力 す
る こ と に よ っ て 、 前 回 か ら 今 回 へ の 階 調 遷 移 を 強 調 す る よ う に 、 今 回 の デ ー タ を 補 正 し た
出 力 信 号 を 出 力 す る 制 御 手 段 と を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
上 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 枚 数 は 、 １ 枚 に 設 定 さ れ て お り 、
上 記 液 晶 パ ネ ル を 加 熱 す る ヒ ー タ と 、
上 記 制 御 手 段 に よ る 階 調 遷 移 の 強 調 に よ っ て 、 い ず れ の 階 調 遷 移 で あ っ て も 上 記 画 素 が 実
質 的 に 目 的 階 調 へ 到 達 で き る 液 晶 温 度 を 目 標 温 度 と し 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温 度 と 当 該 目 標
温 度 と の 差 が 予 め 定 め ら れ た し き い 値 を 超 え な い よ う に 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 開 始 ／ 加
熱 停 止 を 制 御 す る ヒ ー タ 制 御 手 段 と を 備 え 、
上 記 し き い 値 は 、 上 記 制 御 手 段 に よ る 階 調 補 正 に よ っ て 画 素 が 到 達 す る 階 調 と 目 的 階 調 と
の 差 が 許 容 範 囲 に 収 ま る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 目 標 温 度 は 、 ３ ３ ℃ か ら ６ ３ ℃ の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記
載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
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上 記 許 容 範 囲 は 、 目 的 と す る 輝 度 に 対 す る 、 今 回 の 階 調 遷 移 に よ り 到 達 す る 輝 度 の 誤 差 が
、 ± ２ ０ ％ 以 内 の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 目 標 温 度 は 、 ４ ８ ℃ か ら ６ ３ ℃ ま で の う ち の 予 め 定 め ら れ た 温 度 に 設 定 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 簡 単 な 回 路 構 成 で あ る に も 拘 わ ら ず
、 周 囲 温 度 が 変 化 し て も 表 示 品 質 の 劣 化 を 使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に 抑 え つ つ 、 し か も
、 応 答 速 度 を 向 上 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
比 較 的 少 な い 電 力 で 駆 動 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 は 、 携 帯 機 器 の み な ら ず 、 据 え 置 き 型 の 機 器
の 表 示 装 置 と し て 、 広 く 使 用 さ れ て い る 。 当 該 液 晶 表 示 装 置 で は 、 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が 変
化 す る と 、 例 え ば 、 応 答 速 度 な ど 、 表 示 品 質 に 影 響 す る 特 性 も 変 化 し て し ま う 。 し た が っ
て 、 後 述 の 特 許 文 献 １ に は 、 液 晶 パ ネ ル 全 体 を 均 一 な 温 度 に 加 熱 す る ヒ ー タ を 設 け 、 表 示
品 質 の 劣 化 を 抑 制 す る 液 晶 表 示 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 Ｃ Ｒ Ｔ （ Ｃ ａ ｔ ｈ ｏ ｄ ｅ － Ｒ ａ ｙ 　 Ｔ ｕ ｂ ｅ ） な ど と 比 較 す る と
、 応 答 速 度 が 遅 く 、 遷 移 階 調 に よ っ て 、 通 常 の フ レ ー ム 周 波 数 （ ６ ０ Ｈ ｚ ） に 対 応 し た 書
き 換 え 時 間 （ １ ６ ． ７ ｍ ｓ ｅ ｃ ） で 応 答 が 完 了 し な い こ と も あ る た め 、 前 回 か ら 今 回 へ の
階 調 遷 移 を 強 調 す る よ う に 、 駆 動 信 号 を 変 調 し て 駆 動 す る 方 法 も 採 用 さ れ て い る （ 後 述 の
特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
例 え ば 、 前 フ レ ー ム Ｆ Ｒ （ ｋ － １ ） 　 か ら 現 フ レ ー ム Ｆ Ｒ （ ｋ ） 　 へ の 階 調 遷 移 が ラ イ ズ
駆 動 の 場 合 、 前 回 か ら 今 回 へ の 階 調 遷 移 を 強 調 す る よ う に 、 具 体 的 に は 、 現 フ レ ー ム Ｆ Ｒ
（ ｋ ） 　 の 映 像 デ ー タ Ｄ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 が 示 す 電 圧 レ ベ ル よ り も 高 い レ ベ ル の 電 圧 を 画
素 へ 印 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 結 果 、 階 調 が 遷 移 す る と き 、 現 フ レ ー ム Ｆ Ｒ （ ｋ ） 　 の 映 像 デ ー タ Ｄ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ）
　 が 示 す 電 圧 レ ベ ル を 最 初 か ら 印 加 す る 場 合 の 輝 度 レ ベ ル と 比 較 し て 、 画 素 の 輝 度 レ ベ ル
は 、 よ り 急 峻 に 増 大 し 、 よ り 短 い 期 間 で 、 上 記 現 フ レ ー ム Ｆ Ｒ （ ｋ ） 　 の 映 像 デ ー タ Ｄ （
ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 に 応 じ た 輝 度 レ ベ ル 近 傍 に 到 達 す る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 の 応 答 速 度 が 遅 い
場 合 で あ っ て も 、 液 晶 表 示 装 置 の 応 答 速 度 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 ５ － １ ７ ３ １ ５ ３ 号 公 報 （ 公 開 日 ： １ ９ ９ ３ 年 ７ 月 １ ３ 日 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ２ 】
特 許 第 ２ ６ ５ ０ ４ ７ ９ 号 公 報 （ 発 行 日 ： １ ９ ９ ７ 年 ９ 月 ３ 日 ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ こ で 、 上 記 特 許 文 献 ２ の よ う に 、 階 調 遷 移 を 強 調 す る 液 晶 表 示 装 置 は 、 今 回 の 画 素 の 階
調 を 示 す 映 像 デ ー タ を 補 正 し て 、 前 回 か ら 今 回 へ の 階 調 遷 移 を 強 調 す る た め 、 画 素 に は 、
今 回 の 映 像 デ ー タ 自 体 で は な く 、 補 正 後 の 映 像 デ ー タ が 印 加 さ れ る 。 し た が っ て 、 階 調 遷
移 強 調 の 程 度 が 適 切 に 設 定 さ れ て い な い と 、 階 調 遷 移 を 強 調 し 過 ぎ て 白 光 り が 発 生 し た り
、 階 調 遷 移 を 十 分 に 強 調 で き ず に 、 黒 沈 み が 発 生 し た り す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
当 該 不 具 合 を 解 消 す る た め に 、 周 囲 温 度 の 変 化 に 拘 わ ら ず 、 適 切 に 階 調 遷 移 を 強 調 す る た
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め に 、 各 温 度 毎 に ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル （ Ｌ Ｕ Ｔ ） を 設 け る と 、 階 調 遷 移 を 強 調 す る 回 路
に 必 要 な Ｌ Ｕ Ｔ の 枚 数 が 増 え 、 当 該 回 路 の 構 成 が 複 雑 に な る 虞 れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
一 方 、 特 許 文 献 １ の よ う に 、 ヒ ー タ を 設 け る 構 成 で は 、 温 度 を 高 精 度 （ 例 え ば 、 ± １ ℃ 程
度 な ど ） に 制 御 し よ う と す る と 、 例 え ば 、 温 度 を 予 測 す る 回 路 や 加 熱 量 の 段 階 的 に 制 御 す
る 回 路 な ど が 不 可 欠 に な り 、 ヒ ー タ 、 お よ び 、 そ の 温 度 制 御 回 路 が 複 雑 に な っ て し ま う 。
ま た 、 こ れ ら の 予 測 回 路 や 制 御 回 路 を 設 け た と し て も 、 想 定 さ れ た よ り も 大 き な 周 囲 温 度
の 変 化 が 発 生 し た 場 合 、 温 度 制 御 回 路 は 、 通 常 よ り も 加 熱 量 を 大 幅 に 大 き く し て 、 周 囲 温
度 の 変 化 を 打 ち 消 そ う と す る 。 こ の 結 果 、 温 度 を 予 測 す る 回 路 や 加 熱 量 の 段 階 的 に 制 御 す
る 回 路 を 設 け て 、 温 度 を 高 精 度 に 制 御 し よ う と す る と 、 予 測 の 誤 り な ど に よ っ て 液 晶 パ ネ
ル の 温 度 が 不 所 望 に 高 く な る 虞 れ が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ こ で 、 上 記 特 許 文 献 ２ の よ う に 、 階 調 遷 移 を 強 調 す る 構 成 で は 、 画 素 に は 、 今 回 の 映 像
デ ー タ 自 体 で は な く 、 補 正 後 の 映 像 デ ー タ が 印 加 さ れ る 。 し た が っ て 、 液 晶 パ ネ ル の 温 度
が 不 所 望 に 高 く な る と 、 階 調 遷 移 を 強 調 し 過 ぎ て 白 光 り が 発 生 し て 、 表 示 品 質 を 著 し く 低
下 さ せ て し ま う 。
【 ０ ０ １ ２ 】
本 発 明 は 、 上 記 の 問 題 点 に 鑑 み 、 さ ら に 、 階 調 遷 移 を 強 調 す る 液 晶 表 示 装 置 で は 、 通 常 の
液 晶 表 示 装 置 と は 異 な り 、 温 度 を 高 精 度 に 制 御 す る こ と が 必 ず し も 表 示 品 質 の 劣 化 防 止 に
直 結 し な い こ と を 見 出 し た 結 果 な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 簡 単 な 回 路 構 成 で あ る
に も 拘 わ ら ず 、 周 囲 温 度 が 変 化 し て も 表 示 品 質 の 劣 化 を 使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に 抑 え
つ つ 、 し か も 、 応 答 速 度 を 向 上 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 実 現 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 液 晶 パ ネ ル の 各 画 素 の 今 回 の
輝 度 を 示 す デ ー タ を 、 次 回 ま で 記 憶 す る メ モ リ と 、 入 力 さ れ 得 る 前 回 の デ ー タ と 今 回 の デ
ー タ と の 組 み 合 わ せ 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 出 力 信 号 が 予 め 記 憶 さ れ た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ
ル と 、 上 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 、 上 記 メ モ リ か ら 読 み 出 し た 前 回 の デ ー タ と 今 回 の
デ ー タ と の 組 み 合 わ せ に 対 応 す る デ ー タ を 読 み 出 し 、 当 該 デ ー タ 自 体 、 ま た は 、 そ れ を 補
間 し た デ ー タ を 上 記 今 回 の 輝 度 を 示 す デ ー タ に 代 え て 出 力 す る こ と に よ っ て 、 前 回 か ら 今
回 へ の 階 調 遷 移 を 強 調 す る よ う に 、 今 回 の デ ー タ を 補 正 し た 出 力 信 号 を 出 力 す る 制 御 手 段
と を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 上 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 枚 数 は 、 １ 枚 に 設 定 さ れ
て お り 、 上 記 液 晶 パ ネ ル を 加 熱 す る ヒ ー タ と 、 ３ ３ ℃ か ら ６ ３ ℃ ま で の う ち の 予 め 定 め ら
れ た 温 度 を 目 標 温 度 と し 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が 当 該 目 標 温 度 か ら ３ ℃ 以 内 に な る よ う
に 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 開 始 ／ 加 熱 停 止 を 制 御 す る ヒ ー タ 制 御 手 段 と を 備 え て い る こ と
を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
こ こ で 、 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が ３ ０ ℃ を 下 回 っ た 場 合 、 前 々 回 か ら 前 回 へ の 階 調 遷 移 を 強 調
し て も 、 十 分 に 画 素 の 階 調 を 遷 移 さ せ る こ と が で き ず 、 当 該 画 素 が 目 標 と す る 階 調 に 到 達
で き な い こ と が あ る 。 こ の 場 合 、 前 々 回 か ら 前 回 へ の 階 調 遷 移 に よ っ て 目 標 階 調 に 到 達 し
た と き と 同 程 度 に 階 調 遷 移 を 強 調 す る と 、 階 調 遷 移 を 強 調 し 過 ぎ て 、 画 素 に 白 光 り が 発 生
し た り 、 階 調 遷 移 を 十 分 に 強 調 で き ず に 、 画 素 に 黒 沈 み が 発 生 し た り す る 。 一 方 、 前 々 回
か ら 前 回 へ の 階 調 遷 移 が 、 こ れ ら の 不 具 合 の 発 生 す る 特 定 の 階 調 遷 移 に 該 当 す る か 否 か を
判 定 す る 回 路 と 、 判 定 結 果 に 応 じ て 、 階 調 遷 移 強 調 の 程 度 を 調 整 す る 回 路 と を 制 御 手 段 に
設 け る と 、 上 記 不 具 合 の 発 生 を 防 止 で き る 代 わ り に 制 御 手 段 の 回 路 構 成 が 複 雑 に な っ て し
ま う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ れ に 対 し て 、 上 記 構 成 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 ヒ ー タ 制 御 手 段 に よ る 液 晶 パ ネ ル の 温 度 制
御 の 目 標 温 度 が 、 ３ ３ ℃ 以 上 に 予 め 定 め ら れ た 温 度 に 設 定 さ れ て お り 、 液 晶 パ ネ ル の 温 度
は 、 ３ ０ ℃ 以 上 に 保 た れ て い る 。 し た が っ て 、 上 記 判 定 回 路 お よ び 調 整 回 路 を 設 け る こ と
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な く 、 白 光 り や 黒 沈 み の 発 生 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
ま た 、 上 記 構 成 に 係 る ヒ ー タ 制 御 手 段 は 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が 当 該 目 標 温 度 か ら ３ ℃
以 内 に な る よ う に 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 開 始 ／ 加 熱 停 止 を 制 御 す る 。 し た が っ て 、 上 記
ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 枚 数 が １ 枚 に 設 定 さ れ 、 制 御 手 段 に よ る 階 調 遷 移 強 調 の 程 度 が 、
前 回 お よ び 今 回 の 階 調 の み か ら 決 定 さ れ て い る に も 拘 わ ら ず 、 画 素 の 到 達 す る 輝 度 を 、 目
標 と す る 輝 度 の ± ２ ０ ％ 以 内 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
加 え て 、 上 記 構 成 に 係 る ヒ ー タ 制 御 手 段 は 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が 当 該 目 標 温 度 か ら ３
℃ 以 内 に な る よ う に 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 開 始 ／ 加 熱 停 止 を 制 御 す る の で 、 １ ℃ 以 内 に
制 御 す る 場 合 と 異 な り 、 温 度 を 予 測 回 路 や 段 階 的 に 加 熱 量 を 制 御 す る 回 路 を 設 け る 必 要 が
な い 。 し た が っ て 、 予 測 の 誤 り な ど に 起 因 す る 不 所 望 な 温 度 の 上 昇 が 発 生 せ ず 、 当 該 温 度
上 昇 に 起 因 す る 白 光 り も 発 生 し な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ れ ら の 結 果 、 周 囲 温 度 に 拘 わ ら ず 、 表 示 品 質 の 劣 化 を 使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に 抑 え
つ つ 、 し か も 、 応 答 速 度 を 向 上 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 、 簡 単 な 回 路 構 成 で 実 現 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 液 晶 パ ネ ル の 各 画 素 の
今 回 の 輝 度 を 示 す デ ー タ を 、 次 回 ま で 記 憶 す る メ モ リ と 、 入 力 さ れ 得 る 前 回 の デ ー タ と 今
回 の デ ー タ と の 組 み 合 わ せ 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 出 力 信 号 が 予 め 記 憶 さ れ た ル ッ ク ア ッ プ
テ ー ブ ル と 、 上 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 、 上 記 メ モ リ か ら 読 み 出 し た 前 回 の デ ー タ と
今 回 の デ ー タ と の 組 み 合 わ せ に 対 応 す る デ ー タ を 読 み 出 し 、 当 該 デ ー タ 自 体 、 ま た は 、 そ
れ を 補 間 し た デ ー タ を 上 記 今 回 の 輝 度 を 示 す デ ー タ に 代 え て 出 力 す る こ と に よ っ て 、 前 回
か ら 今 回 へ の 階 調 遷 移 を 強 調 す る よ う に 、 今 回 の デ ー タ を 補 正 し た 出 力 信 号 を 出 力 す る 制
御 手 段 と を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 上 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 枚 数 は 、 １ 枚 に 設
定 さ れ て お り 、 上 記 液 晶 パ ネ ル を 加 熱 す る ヒ ー タ と 、 上 記 ヒ ー タ を 制 御 し て 、 ３ ３ ℃ か ら
６ ３ ℃ ま で の う ち の 予 め 定 め ら れ た 温 度 を 目 標 温 度 と し 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が 、 １ ℃
か ら １ ． ５ ℃ ま で の う ち の 予 め 定 め ら れ た し き い 値 以 上 に 上 記 目 標 温 度 を 上 回 っ た 場 合 は
、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 を 停 止 し 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が 、 １ ℃ か ら １ ． ５ ℃ ま で の う
ち の 予 め 定 め ら れ た し き い 値 以 上 に 上 記 目 標 温 度 を 下 回 っ た 場 合 は 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加
熱 を 開 始 す る ヒ ー タ 制 御 手 段 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
上 記 構 成 に 係 る ヒ ー タ 制 御 手 段 は 、 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が １ ℃ か ら １ ． ５ ℃ ま で の 間 に 設 定
さ れ た し き い 値 （ 第 １ の し き い 値 ） 以 上 に 目 標 温 度 を 上 回 っ た 場 合 、 ヒ ー タ に よ る 加 熱 を
停 止 し 、 １ ℃ か ら １ ． ５ ℃ ま で の 間 に 設 定 さ れ た し き い 値 （ 第 ２ の し き い 値 ） 以 上 に 目 標
温 度 を 下 回 っ た 場 合 、 ヒ ー タ に よ る 加 熱 を 開 始 す る の で 、 液 晶 パ ネ ル の 周 囲 温 度 が 変 化 し
て も 、 液 晶 パ ネ ル の 温 度 を 目 標 温 度 ± ３ ℃ 以 内 に 制 御 で き る 。 こ の 結 果 、 上 記 液 晶 表 示 装
置 と 同 様 に 、 周 囲 温 度 に 拘 わ ら ず 、 表 示 品 質 の 劣 化 を 使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に 抑 え つ
つ 、 し か も 、 応 答 速 度 を 向 上 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 、 簡 単 な 回 路 構 成 で 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 液 晶 パ ネ ル の 各 画 素
の 今 回 の 輝 度 を 示 す デ ー タ を 、 次 回 ま で 記 憶 す る メ モ リ と 、 入 力 さ れ 得 る 前 回 の デ ー タ と
今 回 の デ ー タ と の 組 み 合 わ せ 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 出 力 信 号 が 予 め 記 憶 さ れ た ル ッ ク ア ッ
プ テ ー ブ ル と 、 上 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル か ら 、 上 記 メ モ リ か ら 読 み 出 し た 前 回 の デ ー タ
と 今 回 の デ ー タ と の 組 み 合 わ せ に 対 応 す る デ ー タ を 読 み 出 し 、 当 該 デ ー タ 自 体 、 ま た は 、
そ れ を 補 間 し た デ ー タ を 上 記 今 回 の 輝 度 を 示 す デ ー タ に 代 え て 出 力 す る こ と に よ っ て 、 前
回 か ら 今 回 へ の 階 調 遷 移 を 強 調 す る よ う に 、 今 回 の デ ー タ を 補 正 し た 出 力 信 号 を 出 力 す る
制 御 手 段 と を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 上 記 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 枚 数 は 、 １ 枚 に
設 定 さ れ て お り 、 上 記 液 晶 パ ネ ル を 加 熱 す る ヒ ー タ と 、 上 記 制 御 手 段 に よ る 階 調 遷 移 の 強
調 に よ っ て 、 い ず れ の 階 調 遷 移 で あ っ て も 上 記 画 素 が 実 質 的 に 目 的 階 調 へ 到 達 で き る 液 晶
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温 度 を 目 標 温 度 と し 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温 度 と 当 該 目 標 温 度 と の 差 が 予 め 定 め ら れ た し き
い 値 を 超 え な い よ う に 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 開 始 ／ 加 熱 停 止 を 制 御 す る ヒ ー タ 制 御 手 段
と を 備 え 、 上 記 し き い 値 は 、 上 記 制 御 手 段 に よ る 階 調 補 正 に よ っ て 画 素 が 到 達 す る 階 調 と
目 的 階 調 と の 差 が 許 容 範 囲 に 収 ま る よ う に 設 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 構 成 で は 、 ヒ ー タ 制 御 手 段 が ヒ ー タ の 加 熱 ／ 加 熱 停 止 を 制 御 す る た め の 目 標 温 度 は 、
制 御 手 段 が １ 枚 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に よ っ て 階 調 遷 移 を 強 調 し て い る に も 拘 わ ら ず 、
い ず れ の 階 調 遷 移 で あ っ て も 上 記 画 素 が 実 質 的 に 目 的 階 調 へ 到 達 で き る 液 晶 温 度 に 設 定 さ
れ て い る 。 ま た 、 ヒ ー タ 制 御 手 段 が ヒ ー タ の 加 熱 ／ 加 熱 停 止 を 制 御 す る 際 の し き い 値 は 、
制 御 手 段 が １ 枚 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に よ っ て 階 調 遷 移 を 強 調 し て い る に も 拘 わ ら ず 、
上 記 制 御 手 段 に よ る 階 調 補 正 に よ っ て 画 素 が 到 達 す る 階 調 と 目 的 階 調 と の 差 が 許 容 範 囲 に
収 ま る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
し た が っ て 、 目 標 温 度 と の 差 が １ ℃ 以 内 に な る よ う に 温 度 を 制 御 す る 場 合 と 異 な り 、 温 度
を 予 測 回 路 や 段 階 的 に 加 熱 量 を 制 御 す る 回 路 を 設 け る 必 要 が な い 。 し た が っ て 、 予 測 の 誤
り な ど に 起 因 す る 不 所 望 な 温 度 の 上 昇 が 発 生 せ ず 、 当 該 温 度 上 昇 に 起 因 す る 白 光 り も 発 生
し な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ れ ら の 結 果 、 周 囲 温 度 に 拘 わ ら ず 、 表 示 品 質 の 劣 化 を 使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に 抑 え
つ つ 、 し か も 、 応 答 速 度 を 向 上 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 、 簡 単 な 回 路 構 成 で 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 上 記 目 標 温 度 は 、 ３ ３ ℃ か ら ６ ３ ℃ の 範 囲 に 設 定 さ れ て い て も
よ い 。 当 該 構 成 で は 、 目 標 温 度 が ３ ３ ℃ か ら ６ ３ ℃ の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る の で 、 上 記 し
き い 値 を ３ ℃ に 設 定 し た と し て も 、 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が ３ ０ ℃ を 下 回 る こ と が な い 。 し た
が っ て 、 上 記 判 定 回 路 お よ び 調 整 回 路 を 設 け る こ と な く 、 白 光 り や 黒 沈 み の 発 生 を 防 止 で
き 、 周 囲 温 度 に 拘 わ ら ず 、 表 示 品 質 の 劣 化 を 使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に 抑 え つ つ 、 し か
も 、 応 答 速 度 を 向 上 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 、 簡 単 な 回 路 構 成 で 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
さ ら に 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 上 記 許 容 範 囲 は 、 目 的 と す る 輝 度 に 対 す る 、 今 回 の 階 調 遷 移
に よ り 到 達 す る 輝 度 の 誤 差 が 、 ± ２ ０ ％ 以 内 の 範 囲 で あ っ て も よ い 。 当 該 構 成 で は 、 許 容
範 囲 が 目 的 と す る 輝 度 の ± ２ ０ ％ 以 内 の 範 囲 に な る よ う に 設 定 さ れ て い る の で 、 周 囲 温 度
に 拘 わ ら ず 、 表 示 品 質 の 劣 化 を 使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に 抑 え つ つ 、 し か も 、 応 答 速 度
を 向 上 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 、 簡 単 な 回 路 構 成 で 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
と こ ろ で 、 気 温 が ３ ０ ℃ を 超 え る 気 候 の 場 所 で の 使 用 が 想 定 さ れ る 場 合 、 上 記 各 構 成 に 加
え て 、 目 標 温 度 は 、 ４ ８ ℃ 以 上 に 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。 当 該 構 成 で は 、 気 温 が ３ ０ ℃
を 超 え る 気 候 で 、 上 記 液 晶 表 示 装 置 が 使 用 さ れ る 場 合 で あ っ て も 、 冷 却 シ ス テ ム を 設 け ず
、 ヒ ー タ に よ っ て 液 晶 パ ネ ル を 加 熱 し 、 放 射 （ 熱 伝 導 ） 冷 却 に よ っ て 自 然 冷 却 す る 構 成 に
よ っ て 、 液 晶 パ ネ ル の 温 度 を 当 該 目 標 温 度 か ら ３ ℃ 以 内 に な る よ う に 制 御 で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 一 実 施 形 態 に つ い て 図 １ な い し 図 １ ２ に 基 づ い て 説 明 す る と 以 下 の 通 り で あ る 。
す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 １ は 、 簡 単 な 回 路 構 成 で あ る に も 拘 わ ら ず 、 周
囲 温 度 が 変 化 し て も 表 示 品 質 の 劣 化 を 使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に 抑 え つ つ 、 し か も 、 応
答 速 度 を 向 上 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 １ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
当 該 液 晶 表 示 装 置 １ の パ ネ ル １ １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 さ れ た 画 素 Ｐ
Ｉ Ｘ （ １ ， １ ） 　 ～ Ｐ Ｉ Ｘ （ ｎ ， ｍ ） 　 を 有 す る 画 素 ア レ イ ２ と 、 画 素 ア レ イ ２ の デ ー タ
信 号 線 Ｓ Ｌ １ ～ Ｓ Ｌ ｎ を 駆 動 す る デ ー タ 信 号 線 駆 動 回 路 ３ と 、 画 素 ア レ イ ２ の 走 査 信 号 線
Ｇ Ｌ １ ～ Ｇ Ｌ ｍ を 駆 動 す る 走 査 信 号 線 駆 動 回 路 ４ と 、 パ ネ ル １ １ を 加 熱 す る ヒ ー タ ５ と 、
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パ ネ ル １ １ の 温 度 を 検 出 す る 温 度 セ ン サ ６ と 、 温 度 セ ン サ ６ が 検 出 し た 温 度 に 基 づ い て 、
パ ネ ル １ １ の 温 度 が 後 述 す る 温 度 範 囲 に 入 る よ う に 上 記 ヒ ー タ ５ を 制 御 す る 温 度 制 御 回 路
（ ヒ ー タ 制 御 手 段 ） ７ と を 備 え て い る 。 ま た 、 液 晶 表 示 装 置 １ に は 、 両 駆 動 回 路 ３ ・ ４ へ
制 御 信 号 を 供 給 す る 制 御 回 路 １ ２ と 、 入 力 さ れ る 映 像 信 号 に 基 づ い て 、 上 記 階 調 遷 移 を 強
調 す る よ う に 、 上 記 制 御 回 路 １ ２ へ 与 え る 映 像 信 号 を 変 調 す る 変 調 駆 動 処 理 部 １ ３ と が 設
け ら れ て い る 。 な お 、 こ れ ら の 回 路 は 、 電 源 回 路 １ ４ か ら の 電 力 供 給 に よ っ て 動 作 し て い
る 。 ま た 、 図 １ で は 、 説 明 の 便 宜 上 、 ヒ ー タ ５ が 画 素 ア レ イ ２ か ら 離 れ た 場 所 に 図 示 さ れ
て い る が 、 図 ７ を 参 照 し な が ら 後 述 す る よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る ヒ ー タ ５ は 、 パ ネ ル １
１ の 表 面 か ら 見 て 、 画 素 ア レ イ ２ に 重 な る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 画 素 ア レ イ ２ 全 体 を 加
熱 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
以 下 で は 、 変 調 駆 動 処 理 部 １ ３ 、 並 び に 、 ヒ ー タ ５ お よ び 温 度 制 御 回 路 ７ の 詳 細 構 成 に つ
い て 説 明 す る 前 に 、 液 晶 表 示 装 置 １ 全 体 の 概 略 構 成 お よ び 動 作 を 説 明 す る 。 ま た 、 説 明 の
便 宜 上 、 例 え ば 、 ｉ 番 目 の デ ー タ 信 号 線 Ｓ Ｌ ｉ の よ う に 、 位 置 を 特 定 す る 必 要 が あ る 場 合
に の み 、 位 置 を 示 す 数 字 ま た は 英 字 を 付 し て 参 照 し 、 位 置 を 特 定 す る 必 要 が な い 場 合 や 総
称 す る 場 合 に は 、 位 置 を 示 す 文 字 を 省 略 し て 参 照 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
上 記 画 素 ア レ イ ２ は 、 複 数 （ こ の 場 合 は 、 ｎ 本 ） の デ ー タ 信 号 線 Ｓ Ｌ １ ～ Ｓ Ｌ ｎ と 、 各 デ
ー タ 信 号 線 Ｓ Ｌ １ ～ Ｓ Ｌ ｎ に 、 そ れ ぞ れ 交 差 す る 複 数 （ こ の 場 合 は 、 ｍ 本 ） の 走 査 信 号 線
Ｇ Ｌ １ ～ Ｇ Ｌ ｍ と を 備 え て お り 、 １ か ら ｎ ま で の 任 意 の 整 数 お よ び １ か ら ｍ ま で の 任 意 の
整 数 を ｊ と す る と 、 デ ー タ 信 号 線 Ｓ Ｌ ｉ お よ び 走 査 信 号 線 Ｇ Ｌ ｊ の 組 み 合 わ せ 毎 に 、 画 素
Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 実 施 形 態 の 場 合 、 各 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 は 、 隣 接 す る ２ 本 の デ ー タ 信 号 線 Ｓ Ｌ （ ｉ
－ １ ） 　 ・ Ｓ Ｌ ｉ と 、 隣 接 す る ２ 本 の 走 査 信 号 線 Ｇ Ｌ （ ｊ － １ ） 　 ・ Ｇ Ｌ ｊ と で 囲 ま れ た
部 分 に 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 記 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 は 、 例 え ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て 、
ゲ ー ト が 走 査 信 号 線 Ｇ Ｌ ｊ へ 、 ド レ イ ン が デ ー タ 信 号 線 Ｓ Ｌ ｉ に 接 続 さ れ た 電 界 効 果 ト ラ
ン ジ ス タ Ｓ Ｗ （ ｉ ， ｊ ） 　 と 、 当 該 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ （ ｉ ， ｊ ） 　 の ソ ー ス に 、
一 方 電 極 （ 後 述 す る 画 素 電 極 １ ２ １ ａ ） が 接 続 さ れ た 画 素 容 量 Ｃ ｐ （ ｉ ， ｊ ） 　 と を 備 え
て い る 。 ま た 、 画 素 容 量 Ｃ ｐ （ ｉ ， ｊ ） 　 の 他 方 電 極 （ 後 述 す る 対 向 電 極 １ ２ １ ｂ ） 、 全
画 素 Ｐ Ｉ Ｘ … に 共 通 の 共 通 電 極 線 に 接 続 さ れ て い る 。 上 記 画 素 容 量 Ｃ ｐ （ ｉ ， ｊ ） 　 は 、
液 晶 容 量 Ｃ Ｌ （ ｉ ， ｊ ） 　 と 、 必 要 に 応 じ て 付 加 さ れ る 補 助 容 量 Ｃ ｓ （ ｉ ， ｊ ） 　 と か ら
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
上 記 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 に お い て 、 走 査 信 号 線 Ｇ Ｌ ｊ が 選 択 さ れ る と 、 電 界 効 果 ト ラ
ン ジ ス タ Ｓ Ｗ （ ｉ ， ｊ ） 　 が 導 通 し 、 デ ー タ 信 号 線 Ｓ Ｌ ｉ に 印 加 さ れ た 電 圧 が 画 素 容 量 Ｃ
ｐ （ ｉ ， ｊ ） 　 へ 印 加 さ れ る 。 一 方 、 当 該 走 査 信 号 線 Ｇ Ｌ ｊ の 選 択 期 間 が 終 了 し て 、 電 界
効 果 ト ラ ン ジ ス タ Ｓ Ｗ （ ｉ ， ｊ ） 　 が 遮 断 さ れ て い る 間 、 画 素 容 量 Ｃ ｐ （ ｉ ， ｊ ） 　 は 、
遮 断 時 の 電 圧 を 保 持 し 続 け る 。 こ こ で 、 液 晶 の 透 過 率 は 、 液 晶 容 量 Ｃ Ｌ （ ｉ ， ｊ ） 　 に 印
加 さ れ る 電 圧 に よ っ て 変 化 す る 。 し た が っ て 、 走 査 信 号 線 Ｇ Ｌ ｊ を 選 択 し 、 当 該 画 素 Ｐ Ｉ
Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 へ の 映 像 デ ー タ Ｄ に 応 じ た 電 圧 を デ ー タ 信 号 線 Ｓ Ｌ ｉ へ 印 加 す れ ば 、 当 該
画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 の 表 示 状 態 を 、 映 像 デ ー タ Ｄ に 合 わ せ て 変 化 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 液 晶 セ ル と し て 、 垂 直 配 向 モ ー ド の 液 晶 セ ル 、 す な わ
ち 、 電 圧 無 印 加 時 に は 、 液 晶 分 子 が 基 板 に 対 し て 略 垂 直 に 配 向 し 、 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｘ ）
　 の 液 晶 容 量 Ｃ Ｌ （ ｉ ， ｊ ） 　 へ の 印 加 電 圧 に 応 じ て 、 液 晶 分 子 が 垂 直 配 向 状 態 か ら 傾 斜
す る 液 晶 セ ル を 採 用 し て お り 、 当 該 液 晶 セ ル を ノ ー マ リ ブ ラ ッ ク モ ー ド （ 電 圧 無 印 加 時 に
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は 、 黒 表 示 と な る モ ー ド ） で 使 用 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
よ り 詳 細 に は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 画 素 ア レ イ ２ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 垂 直 配 向 （ Ｖ Ａ ）
方 式 の 液 晶 セ ル （ 液 晶 表 示 装 置 ） １ １ １ と 、 当 該 液 晶 セ ル １ １ １ の 両 側 に 配 さ れ た 偏 光 板
１ １ ２ ・ １ １ ３ と を 積 層 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 記 液 晶 セ ル １ １ １ は 、 各 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ に そ れ ぞ れ 対 応 す る 画 素 電 極 １ ２ １ ａ が 設 け ら れ た
Ｔ Ｆ Ｔ （ Ｔ ｈ ｉ ｎ 　 Ｆ ｉ ｌ ｍ 　 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ ｓ ｔ ｏ ｒ ） 基 板 １ １ １ ａ と 、 対 向 電 極 １ ２ １
ｂ が 設 け ら れ た 対 向 基 板 １ １ １ ｂ と 、 両 基 板 １ １ １ ａ ・ １ １ １ ｂ に て 挟 持 さ れ 、 負 の 誘 電
異 方 性 を 有 す る ネ マ チ ッ ク 液 晶 か ら な る 液 晶 層 １ １ １ ｃ と を 備 え て い る 。 な お 、 本 実 施 形
態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 １ は 、 カ ラ ー 表 示 可 能 で あ り 、 上 記 対 向 基 板 １ １ １ ｂ に は 、 各 画 素
Ｐ Ｉ Ｘ の 色 に 対 応 す る カ ラ ー フ ィ ル タ （ 図 示 せ ず ） が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
さ ら に 、 上 記 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ １ １ ａ に は 、 液 晶 層 １ １ １ ｃ 側 の 表 面 に 垂 直 配 向 膜 １ ２ ２ ａ が
形 成 さ れ て い る 。 同 様 に 、 上 記 対 向 基 板 １ １ １ ｂ の 液 晶 層 １ １ １ ｃ 側 の 表 面 に は 、 垂 直 配
向 膜 １ ２ ２ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 上 記 両 電 極 １ ２ １ ａ ・ １ ２ １ ｂ 間 に 電 圧 が
印 加 さ れ て い な い 状 態 に お い て 、 両 基 板 １ １ １ ａ ・ １ １ １ ｃ 間 に 配 さ れ た 液 晶 層 １ １ １ ｃ
の 液 晶 分 子 Ｍ を 、 上 記 基 板 １ １ １ ａ ・ １ １ １ ｂ 表 面 に 対 し て 略 垂 直 に 配 向 さ せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
一 方 、 両 電 極 １ ２ １ ａ ・ １ ２ １ ｂ 間 に 電 圧 が 印 加 さ れ る と 、 液 晶 分 子 Ｍ は 、 上 記 基 板 １ １
１ ａ ・ １ １ １ ｂ の 法 線 方 向 に 沿 っ た 状 態 （ 電 圧 無 印 加 状 態 ） か ら 、 印 加 電 圧 に 応 じ た 傾 斜
角 で 傾 斜 す る （ 図 ５ 参 照 ） 。 な お 、 両 基 板 １ １ １ ａ ・ １ １ １ ｂ が 対 向 し て い る の で 、 特 に
区 別 す る 必 要 が あ る 場 合 を 除 い て 、 そ れ ぞ れ の 法 線 方 向 お よ び 面 内 方 向 を 、 単 に 法 線 方 向
あ る い は 面 内 方 向 と 称 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
こ こ で 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 セ ル １ １ １ は 、 マ ル チ ド メ イ ン 配 向 の 液 晶 セ ル で あ っ て 、
各 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ が 複 数 の 範 囲 （ ド メ イ ン ） に 分 割 さ れ 、 配 向 方 向 、 す な わ ち 、 電 圧 印 加 時 に
液 晶 分 子 Ｍ が 傾 斜 す る 際 の 方 位 （ 配 向 方 向 の 面 内 成 分 ） が 、 各 ド メ イ ン 間 で 異 な る よ う に
制 御 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
具 体 的 に は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 記 画 素 電 極 １ ２ １ ａ に は 、 断 面 形 状 が 山 型 で 、 面 内 の
形 状 が ジ グ ザ グ と 略 直 角 に 曲 が る 突 起 列 １ ２ ３ ａ … が 、 ス ト ラ イ プ 状 に 形 成 さ れ て い る 。
一 方 、 上 記 対 向 電 極 １ ２ １ ｂ に は 、 面 内 の 形 状 が ジ グ ザ グ と 略 直 角 に 曲 が る ス リ ッ ト （ 開
口 部 ： 電 極 が 形 成 さ れ て い な い 部 分 ） １ ２ ３ ｂ … が 、 ス ト ラ イ プ 状 に 形 成 さ れ て い る 。 こ
れ ら の 突 起 列 １ ２ ３ ａ と ス リ ッ ト １ ２ ３ ｂ の 面 内 方 向 に お け る 間 隔 は 、 予 め 定 め ら れ た 間
隔 に 設 定 さ れ て い る 。 ま た 、 上 記 突 起 列 １ ２ ３ ａ は 、 上 記 画 素 電 極 １ ２ １ ａ 上 に 感 光 性 樹
脂 を 塗 布 し 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー 工 程 で 加 工 す る こ と で 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 、 上 記
両 電 極 １ ２ １ ａ ・ １ ２ １ ｂ は 、 そ れ ぞ れ の 基 板 １ １ １ ａ ・ １ １ １ ｂ 上 に Ｉ Ｔ Ｏ （ 　 Ｉ ｎ ｄ
ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ 　 ） 膜 を 成 膜 し た 後 、 そ の 上 に フ ォ ト レ ジ ス ト を 塗 布 し て 電
極 の パ タ ー ン を 露 光 し て 現 像 し た 後 エ ッ チ ン グ す る こ と に よ り 形 成 さ れ て お り 、 上 記 ス リ
ッ ト １ ２ ３ ｂ は 、 対 向 電 極 １ ２ １ ｂ を 形 成 す る 際 に 、 ス リ ッ ト １ ２ １ ｂ の 部 分 を 除 く よ う
に パ タ ー ニ ン グ す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ こ で 、 突 起 列 １ ２ ３ ａ の 近 傍 で は 、 液 晶 分 子 が 斜 面 に 垂 直 に な る よ う に 配 向 す る 。 加 え
て 、 電 圧 印 加 時 に お い て 、 突 起 列 １ ２ ３ ａ の 近 傍 の 電 界 は 、 突 起 列 １ ２ ３ ａ の 斜 面 に 平 行
に な る よ う に 傾 く 。 こ こ で 、 液 晶 分 子 は 、 長 軸 が 電 界 に 垂 直 な 方 向 に 傾 く の で 、 液 晶 分 子
は 、 基 板 表 面 に 対 し て 斜 め 方 向 に 配 向 す る 。 さ ら に 、 液 晶 の 連 続 性 に よ っ て 、 突 起 列 １ ２
３ ａ の 斜 面 か ら 離 れ た 液 晶 分 子 も 斜 面 近 傍 の 液 晶 分 子 と 同 様 の 方 向 に 配 向 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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同 様 に 、 ス リ ッ ト １ ２ ３ ｂ の エ ッ ジ （ ス リ ッ ト １ ２ ３ ｂ と 対 向 電 極 １ ２ １ ｂ と の 境 界 ） 近
傍 の 領 域 で は 、 電 圧 印 加 時 に お い て 、 基 板 表 面 に 対 し て 傾 斜 し た 電 界 が 形 成 さ れ る の で 、
液 晶 分 子 は 、 基 板 表 面 に 対 し て 斜 め 方 向 に 配 向 す る 。 さ ら に 、 液 晶 の 連 続 性 に よ っ て 、 エ
ッ ジ 近 傍 の 領 域 か ら 離 れ た 液 晶 分 子 も エ ッ ジ 近 傍 の 液 晶 分 子 と 同 様 の 方 向 に 配 向 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
こ れ ら の 結 果 、 各 突 起 列 １ ２ ３ ａ … お よ び ス リ ッ ト １ ２ ３ ｂ … に お い て 、 角 部 Ｃ と 角 部 Ｃ
と の 間 の 部 分 を 線 部 と 称 す る と 、 突 起 列 １ ２ ３ ａ の 線 部 Ｌ １ ２ ３ ａ と ス リ ッ ト １ ２ ３ ｂ の
線 部 Ｌ １ ２ ３ ｂ と の 間 の 領 域 で は 、 電 圧 印 加 時 に お け る 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 の 面 内 成 分 は
、 線 部 Ｌ １ ２ ３ ａ か ら 線 部 １ ２ ３ ｂ へ の 方 向 の 面 内 成 分 と 一 致 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
こ こ で 、 突 起 列 １ ２ ３ ａ お よ び ス リ ッ ト １ ２ ３ ｂ は 、 角 部 Ｃ で 略 直 角 に 曲 が っ て い る 。 し
た が っ て 、 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 は 、 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ 内 で ４ 分 割 さ れ 、 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ 内 に 、 液 晶 分
子 の 配 向 方 向 が 互 い に 異 な る ド メ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ４ を 形 成 で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
一 方 、 図 ２ に 示 す 両 偏 光 板 １ １ ２ ・ １ １ ３ は 、 偏 光 板 １ １ ２ の 吸 収 軸 Ａ Ａ １ １ ２ と 偏 光 板
１ １ ３ の 吸 収 軸 Ａ Ａ １ １ ３ と が 直 交 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 両 偏 光 板 １ １ ２
・ １ １ ３ は 、 そ れ ぞ れ の 吸 収 軸 Ａ Ａ １ １ ２ ・ Ａ Ａ １ １ ３ と 、 電 圧 印 加 時 に お け る 、 上 記 各
ド メ イ ン Ｄ １ ～ Ｄ ４ の 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 の 面 内 成 分 と が 、 ４ ５ 度 の 角 度 を な す よ う に 配
置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
上 記 構 成 の 画 素 ア レ イ ２ で は 、 画 素 電 極 １ ２ １ ａ と 対 向 電 極 １ ２ １ ｂ と の 間 に 電 圧 を 印 加
し て い る 間 、 液 晶 セ ル １ １ １ の 液 晶 分 子 は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 基 板 法 線 方 向 に 対 し て 、
電 圧 に 応 じ た 角 度 だ け 傾 斜 配 向 し て い る 。 こ れ に よ り 、 液 晶 セ ル １ １ １ を 通 過 す る 光 に は
、 電 圧 に 応 じ た 位 相 差 が 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
こ こ で 、 両 偏 光 板 １ １ ２ ・ １ １ ３ の 吸 収 軸 Ａ Ａ １ １ ２ ・ Ａ Ａ １ １ ３ は 、 互 い に 直 交 す る よ
う に 配 置 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 出 射 側 の 偏 光 板 （ 例 え ば 、 １ １ ２ ） へ 入 射 す る 光 は 、
液 晶 セ ル １ １ １ が 与 え る 位 相 差 に 応 じ た 楕 円 偏 光 に な り 、 当 該 入 射 光 の 一 部 が 偏 光 板 １ １
２ を 通 過 す る 。 こ の 結 果 、 印 加 電 圧 に 応 じ て 偏 光 板 １ １ ２ か ら の 出 射 光 量 を 制 御 で き 、 階
調 表 示 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
さ ら に 、 上 記 液 晶 セ ル １ １ １ で は 、 画 素 内 に 、 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 が 互 い に 異 な る ド メ イ
ン Ｄ １ ～ Ｄ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 あ る ド メ イ ン （ 例 え ば 、 Ｄ １ ） に 属 す る 液
晶 分 子 の 配 向 方 向 に 平 行 な 方 向 か ら 、 液 晶 セ ル １ １ １ を 見 た 結 果 、 当 該 液 晶 分 子 が 透 過 光
に 位 相 差 を 与 え る こ と が で き な い 場 合 で あ っ て も 、 残 余 の ド メ イ ン （ こ の 場 合 は 、 Ｄ ２ ～
Ｄ ４ ） の 液 晶 分 子 は 、 透 過 光 に 位 相 差 を 与 え る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 各 ド メ イ ン 同
士 が 、 互 い に 光 学 的 に 補 償 し 合 う こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 液 晶 セ ル １ １ １ を 斜 め 方 向 か
ら 見 た 場 合 の 表 示 品 位 を 改 善 し 、 視 野 角 を 拡 大 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
こ れ と は 逆 に 、 画 素 電 極 １ ２ １ ａ と 対 向 電 極 １ ２ １ ｂ と の 間 に 電 圧 を 印 加 し て い な い 間 、
液 晶 セ ル １ １ の 液 晶 分 子 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 垂 直 配 向 状 態 に あ る 。 こ の 状 態 （ 電 圧 無
印 加 時 ） で は 、 法 線 方 向 か ら 液 晶 セ ル １ １ １ へ 入 射 し た 光 は 、 各 液 晶 分 子 に よ っ て 位 相 差
が 与 え ら れ ず 、 偏 光 状 態 を 維 持 し た ま ま で 液 晶 セ ル １ １ １ を 通 過 す る 。 こ の 結 果 、 出 射 側
の 偏 光 板 （ 例 え ば 、 １ １ ２ ） へ 入 射 す る 光 は 、 偏 光 板 １ １ ２ の 吸 収 軸 Ａ Ａ １ １ ２ に 略 平 行
な 方 向 の 直 線 偏 光 と な り 、 偏 光 板 １ １ ２ を 通 過 す る こ と が で き な い 。 こ の 結 果 、 画 素 ア レ
イ ２ は 、 黒 を 表 示 で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 画 素 ア レ イ ２ で は 、 画 素 電 極 １ ２ １ ａ と 対 向 電 極 １ ２ １ ｂ
と の 間 に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て 、 基 板 表 面 に 対 し て 斜 め の 電 界 を 発 生 さ せ 、 液 晶 分
子 を 傾 斜 配 向 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 画 素 電 極 １ ２ １ ａ へ 印 加 す る 電 圧 レ ベ ル に 応 じ て 、 画
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素 Ｐ Ｉ Ｘ の 透 過 率 を 変 更 で き 、 階 調 表 示 で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
一 方 、 上 記 構 成 に お い て 、 図 ２ に 示 す 走 査 信 号 線 駆 動 回 路 ４ は 、 各 走 査 信 号 線 Ｇ Ｌ １ ～ Ｇ
Ｌ ｍ へ 、 例 え ば 、 電 圧 信 号 な ど 、 選 択 期 間 か 否 か を 示 す 信 号 を 出 力 し て い る 。 ま た 、 走 査
信 号 線 駆 動 回 路 ４ は 、 選 択 期 間 を 示 す 信 号 を 出 力 す る 走 査 信 号 線 Ｇ Ｌ ｊ を 、 例 え ば 、 制 御
回 路 １ ２ か ら 与 え ら れ る ク ロ ッ ク 信 号 Ｇ Ｃ Ｋ や ス タ ー ト パ ル ス 信 号 Ｇ Ｓ Ｐ な ど の タ イ ミ ン
グ 信 号 に 基 づ い て 変 更 し て い る 。 こ れ に よ り 、 各 走 査 信 号 線 Ｇ Ｌ １ ～ Ｇ Ｌ ｍ は 、 予 め 定 め
ら れ た タ イ ミ ン グ で 、 順 次 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
さ ら に 、 デ ー タ 信 号 線 駆 動 回 路 ３ は 、 映 像 信 号 Ｄ Ａ Ｔ と し て 、 時 分 割 で 入 力 さ れ る 各 画 素
Ｐ Ｉ Ｘ … へ の 映 像 デ ー タ Ｄ … を 、 所 定 の タ イ ミ ン グ で サ ン プ リ ン グ す る こ と で 、 そ れ ぞ れ
抽 出 す る 。 さ ら に 、 デ ー タ 信 号 線 駆 動 回 路 ３ は 、 走 査 信 号 線 駆 動 回 路 ４ が 選 択 中 の 走 査 信
号 線 Ｇ Ｌ ｊ に 対 応 す る 各 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ １ ， ｊ ） 　 ～ Ｐ Ｉ Ｘ （ ｎ ， ｊ ） 　 へ 、 各 デ ー タ 信 号
線 Ｓ Ｌ １ ～ Ｓ Ｌ ｎ を 介 し て 、 そ れ ぞ れ へ の 映 像 デ ー タ Ｄ … に 応 じ た 出 力 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
な お 、 デ ー タ 信 号 線 駆 動 回 路 ３ は 、 制 御 回 路 １ ２ か ら 入 力 さ れ る 、 ク ロ ッ ク 信 号 Ｓ Ｃ Ｋ お
よ び ス タ ー ト パ ル ス 信 号 Ｓ Ｓ Ｐ な ど の タ イ ミ ン グ 信 号 に 基 づ い て 、 上 記 サ ン プ リ ン グ タ イ
ミ ン グ や 出 力 信 号 の 出 力 タ イ ミ ン グ を 決 定 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
一 方 、 各 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ １ ， ｊ ） 　 ～ Ｐ Ｉ Ｘ （ ｎ ， ｊ ） 　 は 、 自 ら に 対 応 す る 走 査 信 号 線 Ｇ
Ｌ ｊ が 選 択 さ れ て い る 間 に 、 自 ら に 対 応 す る デ ー タ 信 号 線 Ｓ Ｌ １ ～ Ｓ Ｌ ｎ に 与 え ら れ た 出
力 信 号 に 応 じ て 、 透 過 率 な ど を 調 整 し て 、 自 ら の 明 る さ を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
こ こ で 、 走 査 信 号 線 駆 動 回 路 ４ は 、 走 査 信 号 線 Ｇ Ｌ １ ～ Ｇ Ｌ ｍ を 順 次 選 択 し て い る 。 し た
が っ て 、 画 素 ア レ イ ２ の 全 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ １ ， １ ） 　 ～ Ｐ Ｉ Ｘ （ ｎ ， ｍ ） 　 を 、 そ れ ぞ れ へ
の 映 像 デ ー タ Ｄ が 示 す 明 る さ に 設 定 で き 、 画 素 ア レ イ ２ へ 表 示 さ れ る 画 像 を 更 新 で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
な お 、 上 記 液 晶 表 示 装 置 １ に お い て 、 映 像 信 号 源 Ｓ ０ か ら 変 調 駆 動 処 理 部 １ ３ へ 与 え ら れ
る 映 像 信 号 Ｄ Ａ Ｔ は 、 フ レ ー ム 単 位 （ 画 面 全 体 単 位 ） で 伝 送 さ れ て い て も よ い し 、 １ フ レ
ー ム を 複 数 の フ ィ ー ル ド に 分 割 す る と 共 に 、 当 該 フ ィ ー ル ド 単 位 で 伝 送 さ れ て い て も よ い
が 、 以 下 で は 、 一 例 と し て 、 フ ィ ー ル ド 単 位 で 伝 送 さ れ る 場 合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 映 像 信 号 源 Ｓ ０ か ら 変 調 駆 動 処 理 部 １ ３ へ 与 え ら れ る 映
像 信 号 Ｄ Ａ Ｔ は 、 １ フ レ ー ム を 複 数 の フ ィ ー ル ド （ 例 え ば 、 ２ フ ィ ー ル ド ） に 分 割 す る と
共 に 、 当 該 フ ィ ー ル ド 単 位 で 伝 送 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
よ り 詳 細 に は 、 映 像 信 号 源 Ｓ ０ は 、 映 像 信 号 線 Ｖ Ｌ を 介 し て 、 液 晶 表 示 装 置 １ の 変 調 駆 動
処 理 部 １ ３ に 映 像 信 号 Ｄ Ａ Ｔ を 伝 送 す る 際 、 あ る フ ィ ー ル ド 用 の 映 像 デ ー タ を 全 て 伝 送 し
た 後 に 、 次 の フ ィ ー ル ド 用 の 映 像 デ ー タ を 伝 送 す る な ど し て 、 各 フ ィ ー ル ド 用 の 映 像 デ ー
タ を 時 分 割 伝 送 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
ま た 、 上 記 フ ィ ー ル ド は 、 複 数 の 水 平 ラ イ ン か ら 構 成 さ れ て お り 、 上 記 映 像 信 号 線 Ｖ Ｌ で
は 、 例 え ば 、 あ る フ ィ ー ル ド に お い て 、 あ る 水 平 ラ イ ン 用 の 映 像 デ ー タ 全 て が 伝 送 さ れ た
後 に 、 次 に 伝 送 す る 水 平 ラ イ ン 用 の 映 像 デ ー タ を 伝 送 す る な ど し て 、 各 水 平 ラ イ ン 用 の 映
像 デ ー タ が 時 分 割 伝 送 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 ２ フ ィ ー ル ド か ら １ フ レ ー ム を 構 成 し て お り 、 偶 数 フ ィ ー ル ド で
は 、 １ フ レ ー ム を 構 成 す る 各 水 平 ラ イ ン の う ち 、 偶 数 行 目 の 水 平 ラ イ ン の 映 像 デ ー タ が 伝
送 さ れ る 。 ま た 、 奇 数 フ ィ ー ル ド で は 、 奇 数 行 目 の 水 平 ラ イ ン の 映 像 デ ー タ が 伝 送 さ れ る
。 さ ら に 、 上 記 映 像 信 号 源 Ｓ ０ は 、 １ 水 平 ラ イ ン 分 の 映 像 デ ー タ を 伝 送 す る 際 も 上 記 映 像
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信 号 線 Ｖ Ｌ を 時 分 割 駆 動 し て お り 、 予 め 定 め ら れ た 順 番 で 、 各 映 像 デ ー タ が 順 次 伝 送 さ れ
る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
こ こ で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 変 調 駆 動 処 理 部 １ ３ は 、 入 力 端 子 Ｔ １ か ら
入 力 さ れ る 映 像 デ ー タ Ｄ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 を １ フ レ ー ム 分 蓄 積 す る フ レ ー ム メ モ リ （ メ モ
リ ） ２ １ と 、 上 記 入 力 端 子 Ｔ １ か ら 入 力 さ れ る 現 フ レ ー ム Ｆ Ｒ （ ｋ ） 　 の 映 像 デ ー タ Ｄ （
ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 、 お よ び 、 当 該 映 像 デ ー タ Ｄ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 と 同 じ 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ
） 　 へ 供 給 す べ き 映 像 デ ー タ で あ っ て 、 し か も 、 上 記 フ レ ー ム メ モ リ ２ １ か ら 読 み 出 し た
前 フ レ ー ム Ｆ Ｒ （ ｋ － １ ） 　 の 映 像 デ ー タ Ｄ （ ｉ ， ｊ ， ｋ － １ ） 　 に 基 づ い て 、 両 者 間 の
階 調 遷 移 を 強 調 す る よ う に 、 現 フ レ ー ム Ｆ Ｒ （ ｋ ） 　 の 映 像 デ ー タ Ｄ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 を
変 調 し た 補 正 映 像 デ ー タ Ｄ ２ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 を 出 力 す る 変 調 処 理 部 ２ ２ と を 備 え て い る
。 な お 、 変 調 処 理 部 ２ ２ が 出 力 す る 映 像 信 号 （ 補 正 映 像 信 号 ） Ｄ Ａ Ｔ ２ は 、 図 １ に 示 す 制
御 回 路 １ ２ へ 与 え ら れ 、 デ ー タ 信 号 線 駆 動 回 路 ３ は 、 補 正 映 像 信 号 Ｄ Ａ Ｔ ２ に 基 づ い て 、
各 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 を 駆 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
ま た 、 上 記 変 調 処 理 部 ２ ２ に は 、 上 記 両 映 像 デ ー タ Ｄ （ ｉ ， ｊ ， ｋ － １ ） 　 ・ Ｄ （ ｉ ， ｊ
， ｋ ） 　 と し て 入 力 さ れ る 可 能 性 の あ る 組 み 合 わ せ に 対 応 す る 補 正 映 像 デ ー タ が 、 予 め 記
憶 さ れ た ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル （ Ｌ Ｕ Ｔ ） ２ ３ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 上 記 各 組
み 合 わ せ に 対 応 す る デ ー タ を 高 精 度 に 近 似 す る 式 を 少 な い 規 模 の 回 路 で 演 算 で き な い 場 合
で あ っ て も 、 何 ら 支 障 な く 、 上 記 両 映 像 デ ー タ Ｄ （ ｉ ， ｊ ， ｋ － １ ） 　 お よ び Ｄ （ ｉ ， ｊ
， ｋ ） 　 が 入 力 さ れ た と き に 当 該 組 み 合 わ せ に 応 じ た デ ー タ を 高 精 度 に 出 力 可 能 な 変 調 処
理 部 ２ ２ を 、 小 規 模 な 回 路 で 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 Ｌ Ｕ Ｔ ２ ３ に 必 要 な 記 憶 容 量 を 削 減 す る た め に 、 上 記 Ｌ Ｕ
Ｔ ２ ３ が 記 憶 し て い る 補 正 映 像 デ ー タ は 、 上 記 組 み 合 わ せ 全 て に 対 応 す る 補 正 映 像 デ ー タ
で は な く 、 予 め 定 め ら れ た 組 み 合 わ せ に 制 限 さ れ て お り 、 上 記 変 調 処 理 部 ２ ２ に は 、 Ｌ Ｕ
Ｔ ２ ３ に 記 憶 さ れ た 各 組 み 合 わ せ に 対 応 す る 補 正 映 像 デ ー タ を 補 間 し て 、 前 フ レ ー ム Ｆ Ｒ
（ ｋ － １ ） 　 の 映 像 デ ー タ Ｄ （ ｉ ， ｊ ， ｋ － １ ） 　 と 現 フ レ ー ム Ｆ Ｒ （ ｋ ） 　 の 映 像 デ ー
タ Ｄ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 と の 組 み 合 わ せ に 対 応 す る 補 正 映 像 デ ー タ Ｄ ２ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 を
算 出 し て 出 力 す る 演 算 回 路 （ 制 御 手 段 ） ２ ４ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
ま た 、 詳 細 は 後 述 す る よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 １ は 、 ヒ ー タ ５ 、 温 度 セ ン
サ ６ お よ び 温 度 制 御 回 路 ７ を 備 え て お り 、 上 記 温 度 制 御 回 路 ７ は 、 ４ ８ ℃ か ら ６ ３ ℃ ま で
の う ち の 予 め 定 め ら れ た 温 度 を 目 標 温 度 と し 、 上 記 パ ネ ル １ １ の 温 度 が 、 １ ℃ か ら １ ． ５
℃ ま で の う ち の 予 め 定 め ら れ た し き い 値 以 上 に 上 記 目 標 温 度 を 上 回 っ た 場 合 は 、 上 記 ヒ ー
タ ５ に よ る 加 熱 を 停 止 し 、 上 記 パ ネ ル １ １ の 温 度 が 、 １ ℃ か ら １ ． ５ ℃ ま で の う ち の 予 め
定 め ら れ た し き い 値 以 上 に 上 記 目 標 温 度 を 下 回 っ た 場 合 は 、 上 記 ヒ ー タ ５ に よ る 加 熱 を 開
始 す る 。 こ れ に よ り 、 上 記 パ ネ ル １ １ の 温 度 は 、 周 囲 温 度 に 拘 わ ら ず 、 上 記 目 標 温 度 ± ３
℃ の 範 囲 に 保 た れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
こ れ に よ り 、 上 記 変 調 駆 動 処 理 部 １ ３ は 、 前 フ レ ー ム Ｆ Ｒ （ ｋ － １ ） 　 の 映 像 デ ー タ Ｄ （
ｉ ， ｊ ， ｋ － １ ） 　 と 現 フ レ ー ム Ｆ Ｒ （ ｋ ） 　 の 映 像 デ ー タ Ｄ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 と の 組 み
合 わ せ に 対 応 す る 補 正 映 像 デ ー タ Ｄ ２ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 を 算 出 す る た め の 補 正 映 像 デ ー タ
を 、 周 囲 温 度 に 拘 わ ら ず 、 １ 枚 の Ｌ Ｕ Ｔ ４ ３ か ら 読 み 出 し 、 そ れ ら を 補 間 し て 、 補 正 映 像
デ ー タ Ｄ ２ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 を 算 出 す る と い う 簡 単 な 構 成 で あ り な が ら 、 何 ら 支 障 な く 、
前 フ レ ー ム Ｆ Ｒ （ ｋ － １ ） 　 か ら 現 フ レ ー ム Ｆ Ｒ （ ｋ ） 　 へ の 階 調 遷 移 を 強 調 で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
一 方 、 図 １ に 示 す ヒ ー タ ５ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 液 晶 セ ル １ １ １ に お い て 、 一 方 の 基 板
（ 図 ４ の 例 で は 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 １ １ １ ａ ） の 一 方 の 表 面 （ 図 ４ の 例 で は 、 偏 光 板 １ １ ２ 側 の
表 面 ） に 形 成 さ れ た 透 明 の ヒ ー タ 電 極 １ １ １ ｄ … か ら 構 成 さ れ て い る 。 上 記 ヒ ー タ 電 極 １

10

20

30

40

50

(11) JP 2004-325496 A 2004.11.18



１ １ ｄ は 、 例 え ば 、 Ｉ Ｔ Ｏ （ 　 Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ 　 ） な ど の 透 明 電 極 に
よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 ヒ ー タ 電 極 １ １ １ ｄ へ 電 流 を 流 す こ と に よ っ て 、 当 該 ヒ ー タ 電 極
１ １ １ ｄ 自 身 が 発 熱 し 、 パ ネ ル １ １ を 過 熱 で き る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
図 ７ に 示 す よ う に 、 上 記 各 ヒ ー タ 電 極 １ １ １ ｄ は 、 直 線 の 帯 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ れ ぞ
れ が 互 い に 並 列 に な る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 上 記 各 ヒ ー タ 電 極 １ １ １ ｄ は 、 好 ま し く は
、 パ ネ ル １ １ の 縦 （ 短 い 方 の 辺 ） と 平 行 に 配 さ れ て お り 、 パ ネ ル １ １ の 表 面 か ら 見 る と 、
全 ヒ ー タ 電 極 １ １ １ ｄ … と 、 そ れ ら の 間 の 間 隙 と に よ っ て 、 上 記 パ ネ ル １ １ の 表 示 領 域 Ｐ
全 体 を 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 パ ネ ル １ １ の 表 面 が 少 な く と も ３ つ の 領 域 （ 図 ７ の 例 で は 、
３ つ の 領 域 Ｐ ａ ～ Ｐ ｃ ） に 分 け ら れ て お り 、 パ ネ ル １ １ の 中 央 部 領 域 Ｐ ａ に 含 ま れ る 各 ヒ
ー タ 電 極 １ １ １ ｄ … は 、 そ れ ぞ れ の 両 端 に 設 け ら れ た 金 属 電 極 １ １ １ ｅ ・ １ １ １ ｅ に よ っ
て 、 互 い に 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。 同 様 に 、 パ ネ ル １ １ の 端 部 領 域 Ｐ ｂ ・ Ｐ ｃ に お い て
も 、 同 じ 領 域 に 含 ま れ る ヒ ー タ 電 極 １ １ １ ｄ … 同 士 が 、 そ れ ぞ れ の 両 端 に 設 け ら れ た 金 属
電 極 １ １ １ ｅ ・ １ １ １ ｅ に よ っ て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 温 度 制 御 回 路 ７ に は 、 上 記 各 領 域 Ｐ ａ ～ Ｐ ｃ に そ れ ぞ れ 対 応 す る
制 御 部 ７ ａ ～ ７ ｃ が 設 け ら れ て お り 、 制 御 部 ７ ｂ ・ ７ ｃ は 、 両 端 の 領 域 Ｐ ｂ ・ Ｐ ｃ の ヒ ー
タ 電 極 １ １ １ ｄ … へ 、 制 御 部 ７ ａ が 中 央 部 領 域 Ｐ ａ の ヒ ー タ 電 極 １ １ １ ｄ … へ 印 加 す る 電
圧 よ り も 高 い 電 圧 を 印 加 で き る 。 こ れ に よ り 、 パ ネ ル １ １ 全 域 を 、 略 均 一 な 温 度 に 保 つ こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 温 度 セ ン サ ６ と し て 、 上 記 各 領 域 Ｐ ａ ～ Ｐ ｃ の 温 度 を 測 定 す る 温
度 セ ン サ ６ ａ ～ ６ ｃ が 設 け ら れ て お り 、 上 記 各 制 御 部 ７ ａ ～ ７ ｃ は 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る
温 度 セ ン サ ６ ａ ～ ６ ｃ の 測 定 結 果 が 、 予 め 定 め ら れ た 第 １ の し き い 値 を 超 え る と 、 ヒ ー タ
電 極 １ １ １ ｄ … へ の 電 圧 印 加 を 停 止 し 、 予 め 定 め ら れ た 第 ２ の し き い 値 を 下 回 る と 、 ヒ ー
タ 電 極 １ １ １ ｄ … へ の 電 圧 印 加 を 開 始 し て い る 。 上 記 温 度 セ ン サ ６ ａ ～ ６ ｃ は 、 好 ま し く
は 、 カ ラ ー フ ィ ル タ 上 あ る い は 基 板 １ １ １ ａ （ １ １ １ ｂ ） の う ち 、 各 領 域 Ｐ ａ ～ Ｐ ｃ に 対
応 す る 位 置 に あ る 非 表 示 領 域 上 に 設 け ら れ て い る 。 こ れ に よ り 、 本 実 施 形 態 に 係 る ヒ ー タ
５ は 、 周 囲 温 度 の 変 化 に 拘 わ ら ず 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 を 目 標 と す る 温 度 （ 目 標 温 度 ） と 略
同 一 の 温 度 に 保 つ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
上 記 制 御 部 ７ ａ は 、 例 え ば 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 上 記 第 １ の し き い 値 を 示 す 第 １ の 基 準 信
号 と 上 記 温 度 セ ン サ ６ ａ の 出 力 信 号 と を 比 較 し て 、 温 度 セ ン サ ６ ａ が 検 出 し た パ ネ ル １ １
の 温 度 が 第 １ の し き い 値 を 超 え て い る か 否 か を 判 定 す る 比 較 回 路 ３ １ 、 上 記 第 ２ の し き い
値 を 示 す 第 ２ の 基 準 信 号 と 上 記 温 度 セ ン サ ６ ａ の 出 力 信 号 と を 比 較 し て 、 上 記 パ ネ ル １ １
の 温 度 が 第 ２ の し き い 値 を 下 回 っ て い る か を 判 定 す る 比 較 回 路 ３ ２ 、 並 び に 、 上 記 比 較 回
路 ３ ２ が パ ネ ル １ １ の 温 度 が 第 ２ の し き い 値 を 下 回 っ て い る と 判 断 し た 場 合 に 、 上 記 ヒ ー
タ 電 極 １ １ １ ｄ … へ の 電 圧 印 加 を 開 始 し 、 上 記 比 較 回 路 ３ １ が パ ネ ル １ １ の 温 度 が 第 １ の
し き い 値 を 上 回 っ て い る と 判 断 し た と き に 、 上 記 ヒ ー タ 電 極 １ １ １ ｄ … へ の 電 圧 印 加 を 停
止 す る 印 加 電 圧 制 御 回 路 ３ ３ と を 備 え て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に 係 る 他 の 制 御 部 ７ ｂ ・
７ ｃ も 、 接 続 さ れ て い る 温 度 セ ン サ お よ び ヒ ー タ 電 極 を 除 い て 、 上 記 制 御 部 ７ ａ と 同 じ 構
成 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 記 目 標 温 度 が ４ ８ ℃ ～ ６ ３ ℃ ま で の う ち の い ず れ か に 設 定 さ
れ て い る 。 ま た 、 上 記 第 １ の し き い 値 は 、 目 標 温 度 ＋ １ ℃ か ら １ ． ５ ℃ ま で の 値 に 、 上 記
第 ２ の し き い 値 は 、 目 標 温 度 － １ ℃ か ら 目 標 温 度 － １ ． ５ ℃ ま で の 値 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
こ れ に よ り 、 温 度 制 御 回 路 ７ は 、 周 囲 温 度 に 拘 わ ら ず 、 上 記 パ ネ ル １ １ の 温 度 を 上 記 目 標
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温 度 ± ３ ℃ の 範 囲 に 保 つ こ と が で き る 。 ま た 、 当 該 温 度 制 御 回 路 ７ が 上 記 目 標 温 度 の ± ３
℃ の 範 囲 に パ ネ ル １ １ の 温 度 を 制 御 し て い る の で 、 変 調 駆 動 処 理 部 １ ３ は 、 周 囲 温 度 が い
ず れ の 値 で あ っ て も 、 １ 枚 の Ｌ Ｕ Ｔ ４ ３ か ら 読 み 出 し た デ ー タ を 補 間 し て 、 補 正 映 像 デ ー
タ Ｄ ２ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 を 算 出 す る と い う 簡 単 な 構 成 な 構 成 で あ る に も 拘 わ ら ず 、 周 囲 温
度 が 変 化 し て も 、 白 光 り が 発 生 し な い 程 度 に 階 調 遷 移 を 強 調 で き る 。 し た が っ て 、 変 調 駆
動 処 理 部 １ ３ は 、 周 囲 温 度 に 拘 わ ら ず 、 表 示 品 質 の 劣 化 を 使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に 抑
え な が ら 、 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 の 応 答 速 度 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
ま た 、 上 述 の 基 準 温 度 ± ３ ℃ に パ ネ ル １ １ の 温 度 を 制 御 し て い る の で 、 ± １ ℃ に 制 御 す る
場 合 と 異 な り 、 例 え ば 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 を 予 測 し て 次 の 制 御 へ 反 映 さ せ る な ど の 複 雑 な
構 成 が 不 要 で あ り 、 第 １ お よ び 第 ２ の し き い 値 と パ ネ ル １ １ の 温 度 と を 比 較 し 、 比 較 結 果
に 応 じ て 、 ヒ ー タ ５ へ の 電 圧 印 加 を 開 始 ／ 停 止 す る と い う 比 較 的 簡 単 な 回 路 構 成 で 温 度 制
御 回 路 ７ を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
こ れ ら の 結 果 、 周 囲 温 度 に 拘 わ ら ず 、 表 示 品 質 の 劣 化 を 使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に 抑 え
つ つ 、 し か も 、 応 答 速 度 を 向 上 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 １ を 、 簡 単 な 回 路 構 成 で 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
よ り 詳 細 に は 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 が 上 昇 し 、 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 自 体 の 応 答 速 度 、 す
な わ ち 、 階 調 遷 移 を 強 調 し な い 状 態 で の 応 答 速 度 が 向 上 す る と 、 応 答 速 度 を 予 め 定 め ら れ
た 目 標 の 値 へ 短 縮 す る た め に 必 要 な 階 調 遷 移 強 調 の 程 度 が 弱 く な る 。 こ れ と は 逆 に 、 パ ネ
ル １ １ の 温 度 が 下 が り 、 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 自 体 の 応 答 速 度 が 低 下 す る と 、 応 答 速 度
を 上 記 目 標 値 へ 短 縮 す る た め に は 、 よ り 強 く 階 調 遷 移 を 強 調 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
言 い 換 え る と 、 階 調 遷 移 強 調 の 程 度 を 、 あ る 温 度 （ 基 準 温 度 ） の と き に 適 切 な 値 に 固 定 す
る と 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 が 当 該 基 準 温 度 よ り も 高 い と き は 、 階 調 遷 移 を 強 調 し 過 ぎ て 、 画
素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 の 表 示 階 調 が 目 的 と す る 階 調 を 上 回 り 、 白 光 り が 発 生 す る 虞 れ が あ
る 。 こ れ と は 逆 に 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 が 上 記 基 準 温 度 よ り も 低 い と き は 、 階 調 遷 移 を 十 分
に 強 調 で き ず 、 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 の 表 示 階 調 が 目 的 と す る 階 調 を 下 回 る の で 、 黒 沈
み が 発 生 す る 虞 れ が あ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
こ こ で 、 ス タ ー ト 階 調 が 示 す 輝 度 を ０ ％ 、 目 的 階 調 が 示 す 輝 度 を １ ０ ０ ％ と し た と き 、 画
素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 の 輝 度 が ９ ０ ％ を 下 回 る と 、 黒 沈 み の 発 生 が 液 晶 表 示 装 置 １ の 使 用
者 に よ っ て 把 握 さ れ や す く な り 、 １ １ ０ ％ を 上 回 る と 、 白 光 り の 発 生 が 液 晶 表 示 装 置 １ の
使 用 者 に よ っ て 把 握 さ れ て し ま う 。 し た が っ て 、 階 調 遷 移 強 調 の 程 度 を あ る 値 に 固 定 し 、
１ 枚 の Ｌ Ｕ Ｔ ２ ３ で 駆 動 す る 場 合 、 温 度 制 御 回 路 ７ は 、 温 度 の 変 化 に 起 因 す る 目 的 階 調 の
誤 差 、 よ り 詳 細 に は 、 透 過 率 （ 輝 度 ） の 誤 差 、 す な わ ち 、 目 的 と す る 透 過 率 （ 輝 度 ） に 対
す る 、 最 終 （ １ フ ィ ー ル ド ） で 到 達 す る 透 過 率 （ 輝 度 ） の 誤 差 が 、 ± ２ ０ ％ 以 内 に な る よ
う に 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 変 動 を 抑 え る こ と が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
こ こ で 、 図 ９ ～ 図 １ ２ は 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 が ４ ０ ℃ 、 ３ ５ ℃ 、 ３ ０ ℃ お よ び ２ ５ ℃ の そ
れ ぞ れ の 場 合 に 適 切 な Ｌ Ｕ Ｔ ２ ３ の 内 容 を 示 し て い る 。 こ れ ら を 比 較 し た 結 果 、 階 調 変 動
が 使 用 者 に 視 認 さ れ や す い 領 域 （ 例 え ば 、 １ ２ ８ 階 調 へ の 階 調 遷 移 ま た は １ ２ ８ か ら の 階
調 遷 移 ） に お い て 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 が ± ５ ℃ 変 化 す る と 、 概 ね 、 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ）
　 の 輝 度 に ２ ０ ％ 程 度 の 誤 差 が 発 生 す る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ ８ １ 】
一 例 と し て 、 図 １ ３ は 、 上 記 パ ネ ル １ １ の 温 度 を ３ ５ ℃ に 維 持 す る と 共 に 、 ３ ５ ℃ に 最 適
な Ｌ Ｕ Ｔ ２ ３ （ 図 １ ０ に 示 す 内 容 の Ｌ Ｕ Ｔ ） に よ っ て 駆 動 し た 場 合 の 到 達 率 を 示 し て い る
。 ま た 、 図 １ ４ は 、 図 １ ３ は 、 上 記 パ ネ ル １ １ の 温 度 を ３ ５ ℃ に 維 持 す る と 共 に 、 ４ ０ ℃
に 最 適 な Ｌ Ｕ Ｔ ２ ３ （ 図 ９ に 示 す 内 容 の Ｌ Ｕ Ｔ ） に よ っ て 駆 動 し た 場 合 の 到 達 率 を 示 し て
い る 。 な お 、 上 記 到 達 率 ％ は 、 （ １ フ ィ ー ル ド 後 の 到 達 輝 度 － ス タ ー ト 輝 度 ） ／ （ 目 的 輝
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度 － ス タ ー ト 輝 度 ） で あ る 。 両 者 を 比 較 す る と 明 ら か な よ う に 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 が ３ ５
℃ で あ る に も 拘 わ ら ず 、 そ れ よ り も ５ ℃ 高 い 温 度 用 の Ｌ Ｕ Ｔ ２ ３ （ ４ ０ ℃ 用 の Ｌ Ｕ Ｔ ） で
駆 動 す る と 、 到 達 率 の 誤 差 （ １ ０ ０ ％ と の 差 ） が ２ ０ ％ に 達 し て い る 階 調 遷 移 が 発 生 し て
し ま い 、 上 記 の 許 容 限 界 に 達 し て い る こ と が 判 る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
な お 、 ４ ０ ℃ ～ ８ ０ ℃ ま で の 温 度 範 囲 に お い て も 、 同 様 に 到 達 率 を 測 定 し た と こ ろ 、 ３ ０
℃ 以 上 の 温 度 範 囲 で は 、 後 述 す る 不 具 合 、 す な わ ち 、 ３ ２ 階 調 へ の デ ィ ケ イ の 階 調 遷 移 に
正 確 に 応 答 で き な い と い う 不 具 合 も 発 生 せ ず 、 上 記 と 同 様 の 到 達 率 の 誤 差 が 発 生 す る こ と
が 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
さ ら に 、 パ ネ ル １ １ の 特 性 に は 、 製 造 上 の 要 因 に よ っ て バ ラ ツ キ が 発 生 す る の で 、 当 該 特
性 バ ラ ツ キ が 発 生 し て も 、 透 過 率 （ 輝 度 ） の 誤 差 、 す な わ ち 、 目 的 と す る 透 過 率 （ 輝 度 ）
に 対 す る 、 最 終 （ １ フ ィ ー ル ド ） で 到 達 す る 透 過 率 （ 輝 度 ） の 誤 差 を 、 ± ２ ０ ％ 以 内 に 抑
え る た め に は 、 温 度 変 化 を ± ５ ℃ よ り も 狭 い 範 囲 、 よ り 詳 細 に は 、 ６ ℃ 以 内 に 抑 え れ ば よ
い こ と も 確 認 で き た 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
し た が っ て 、 変 調 処 理 部 ２ ２ が １ 枚 の Ｌ Ｕ Ｔ ２ ３ に よ り 階 調 遷 移 を 強 調 し 、 階 調 遷 移 強 調
の 程 度 を 固 定 し て い る に も 拘 わ ら ず 、 温 度 制 御 回 路 ７ は 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 変 化 が ６ ℃ 以
内 に お さ ま る よ う に ヒ ー タ ５ を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 上 述 の 表 示 品 質 低 下 を 防 止 で き る
。
【 ０ ０ ８ ５ 】
特 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 温 度 制 御 回 路 ７ で は 、 上 記 第 １ の し き い 値 は 、 目 標 温 度 ＋ １ ℃ か
ら １ ． ５ ℃ ま で の 値 に 、 上 記 第 ２ の し き い 値 は 、 目 標 温 度 － １ ℃ か ら 目 標 温 度 － １ ． ５ ℃
ま で の 値 に 設 定 さ れ て お り 、 周 囲 温 度 が 第 １ の し き い 値 を 超 え る と 、 温 度 制 御 回 路 ７ が ヒ
ー タ ５ に よ る 加 熱 を 停 止 し 、 周 囲 温 度 が 第 ２ の し き い 値 を 下 回 る と 、 温 度 制 御 回 路 ７ が ヒ
ー タ ５ に よ る 加 熱 を 開 始 し て い る 。 し た が っ て 、 簡 単 な 回 路 で 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 変 化 を
６ ℃ 以 内 に 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
加 え て 、 上 記 構 成 に 係 る 温 度 制 御 回 路 ７ は 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 変 化 が 目 標 温 度 ± ３ ℃ に お
さ ま る よ う に ヒ ー タ ５ を 制 御 し て い る の で 、 ± １ ℃ 以 内 に 制 御 す る 場 合 と 異 な り 、 温 度 を
予 測 回 路 や 段 階 的 に 加 熱 量 を 制 御 す る 回 路 を 設 け る 必 要 が な い 。 し た が っ て 、 予 測 の 誤 り
な ど に 起 因 す る 不 所 望 な 温 度 の 上 昇 が 発 生 せ ず 、 当 該 温 度 上 昇 に 起 因 す る 白 光 り も 発 生 し
な い 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
ま た 、 上 述 し た よ う に 、 温 度 が 低 下 し 、 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 自 体 の 応 答 速 度 が 低 下 す
る と 、 階 調 遷 移 を よ り 大 き く 強 調 す る 必 要 が あ る が 、 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 へ 印 加 可 能
な 電 圧 は 、 電 源 回 路 １ ４ が 印 加 可 能 な 電 圧 に 制 限 さ れ て い る た め 、 必 要 な 階 調 遷 移 強 調 の
程 度 が 大 き く な る と 、 十 分 に 階 調 遷 移 を 強 調 で き な く な る 虞 れ が あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
特 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 セ ル １ １ １ は 、 垂 直 配 向 モ ー ド の 液 晶 セ ル 、 す な わ ち 、 電 圧
無 印 加 時 に は 、 液 晶 分 子 が 基 板 に 対 し て 略 垂 直 に 配 向 し 、 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｘ ） 　 の 液 晶
容 量 Ｃ Ｌ （ ｉ ， ｊ ） 　 へ の 印 加 電 圧 に 応 じ て 、 液 晶 分 子 が 垂 直 配 向 状 態 か ら 傾 斜 す る 液 晶
セ ル を 採 用 し て い る 。 こ こ で 、 上 記 液 晶 セ ル で は 、 例 え ば 、 垂 直 配 向 膜 な ど に よ る 規 制 力
に よ っ て 、 液 晶 分 子 の 配 向 方 向 を 垂 直 方 向 に 復 帰 さ せ る の で 、 階 調 を 低 下 さ せ る と き は 、
階 調 を 増 加 さ せ る と き に 比 べ て 、 応 答 速 度 が 遅 く な り や す く 、 十 分 に 階 調 遷 移 を 強 調 で き
な い こ と が 多 い 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
こ の よ う に 、 階 調 遷 移 を 強 調 し て も 、 前 々 フ レ ー ム か ら 前 フ レ ー ム へ の 階 調 遷 移 が 十 分 で
は な い 状 態 の と き に 、 十 分 に 階 調 遷 移 し た 場 合 と 同 程 度 に 、 前 フ レ ー ム か ら 現 フ レ ー ム へ
の 階 調 遷 移 を 強 調 す る と 、 階 調 遷 移 を 強 調 し 過 ぎ て 、 白 光 り が 発 生 し た り 、 階 調 遷 移 を 十
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分 に 強 調 で き ず に 、 応 答 速 度 が 低 下 し た り し て 、 表 示 品 質 が 低 下 す る 虞 れ が あ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
一 方 、 こ の 不 具 合 の 発 生 を 防 止 す る た め に 、 前 々 フ レ ー ム か ら 前 フ レ ー ム へ の 階 調 遷 移 が
上 記 不 具 合 を 招 来 す る 階 調 遷 移 か 否 か を 判 定 す る 回 路 と 、 判 定 結 果 に よ っ て 前 フ レ ー ム か
ら 現 フ レ ー ム へ の 階 調 遷 移 強 調 の 程 度 を 調 整 す る 回 路 と を 設 け る と 、 液 晶 表 示 装 置 １ の 回
路 構 成 が 複 雑 に な る 虞 れ が あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
本 願 発 明 者 は 、 上 記 判 定 回 路 お よ び 調 整 回 路 を 用 い る こ と な く 、 上 記 表 示 品 質 低 下 を 防 止
す べ く 、 研 究 を 重 ね た 結 果 、 映 像 デ ー タ Ｄ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 が ２ ５ ５ 階 調 （ ８ ビ ッ ト ） で
表 現 さ れ て い る 場 合 、 ３ ２ 階 調 ま で の 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 の 応 答 が 正 確 で あ れ ば 、 上
記 判 定 回 路 お よ び 調 整 回 路 を 設 け な く て も 、 上 記 表 示 品 質 低 下 が 、 液 晶 表 示 装 置 １ の 使 用
者 に 認 識 さ れ な い こ と を 見 出 し た 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
こ こ で 、 図 １ １ は 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 が ３ ０ ℃ の 場 合 に 適 切 な Ｌ Ｕ Ｔ ２ ３ の 内 容 を 示 し 、
図 １ ２ は 、 ２ ５ ℃ の 場 合 に 適 切 な Ｌ Ｕ Ｔ ２ ３ の 内 容 を 示 し て い る 。 両 者 を 比 較 す る と 、 パ
ネ ル １ １ の 温 度 が ２ ５ ℃ ま で 低 下 す る と 、 変 調 処 理 部 ２ ２ は 、 １ ２ ８ 階 調 ま た は １ ６ ０ 階
調 か ら ３ ２ 階 調 へ の デ ィ ケ イ の 階 調 遷 移 に お い て 、 最 も 低 い 階 調 （ ０ 階 調 ） を 出 力 し て お
り 、 そ れ 以 上 の 階 調 （ １ ９ ２ 、 ２ ２ ４ お よ び ２ ５ ５ 階 調 ） か ら ３ ２ 階 調 へ の デ ィ ケ イ の 階
調 遷 移 で も 、 そ れ 以 上 に 低 い 階 調 を 出 力 す る こ と が で き な い 。 し た が っ て 、 パ ネ ル １ １ の
温 度 が ２ ５ ℃ ま で 低 下 す る と 、 変 調 処 理 部 ２ ２ は 、 上 記 各 階 調 か ら ３ ２ 階 調 へ 正 し く 階 調
遷 移 さ せ る た め の 補 正 映 像 デ ー タ Ｄ ２ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 を 生 成 で き な く な っ て し ま う 。 一
方 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 が ３ ０ ℃ に 維 持 さ れ て い る 場 合 は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 変 調 処 理
部 ２ ２ は 、 ２ ２ ４ 階 調 か ら ３ ２ 階 調 へ の 階 調 遷 移 の 時 点 で 初 め て 最 も 低 い 階 調 を 出 力 し て
お り 、 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ， ｊ ） 　 は 、 ２ ５ ５ 階 調 か ら ３ ２ 階 調 へ 階 調 遷 移 す る 際 で あ っ て も
、 補 正 映 像 デ ー タ Ｄ ２ （ ｉ ， ｊ ， ｋ ） 　 と し て ０ 階 調 が 指 定 さ れ れ ば 、 ３ ２ 階 調 へ と 到 達
す る 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
し た が っ て 、 パ ネ ル １ １ の 温 度 が ３ ０ ℃ 以 上 に 維 持 さ れ て い れ ば 、 上 記 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ，
ｊ ） 　 が ３ ２ 階 調 へ の デ ィ ケ イ の 階 調 遷 移 （ 階 調 が 低 下 す る 階 調 遷 移 ） に も 、 正 確 に 応 答
で き る 。 し た が っ て 、 上 記 判 定 回 路 お よ び 調 整 回 路 を 設 け る こ と な く 、 画 素 Ｐ Ｉ Ｘ （ ｉ ，
ｊ ） 　 が ３ ２ 階 調 へ の デ ィ ケ イ の 階 調 遷 移 に も 正 確 に 応 答 可 能 な 補 正 映 像 デ ー タ Ｄ ２ （ ｉ
， ｊ ， ｋ ） 　 を 、 変 調 処 理 部 ２ ２ に よ っ て 生 成 す る た め に は 、 温 度 制 御 回 路 ７ は 、 パ ネ ル
１ １ の 温 度 の 下 限 値 が ３ ０ ℃ 以 上 に な り 、 上 記 目 標 温 度 が ３ ３ ℃ 以 上 に な る よ う に 、 ヒ ー
タ ５ を 制 御 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 １ の よ う に 、 冷 却 シ ス テ ム を 設 け ず 、 ヒ ー タ ５ に よ
っ て パ ネ ル １ １ を 加 熱 し 、 放 射 （ 熱 伝 導 ） 冷 却 に よ っ て 自 然 冷 却 す る 構 成 で は 、 パ ネ ル １
１ 周 囲 の 温 度 よ り も 低 い 温 度 に 、 パ ネ ル １ １ を 維 持 す る こ と は で き な い 。 こ こ で 、 一 般 に
、 パ ネ ル １ １ の 温 度 は 、 例 え ば 、 バ ッ ク ラ イ ト な ど 、 液 晶 表 示 装 置 １ 内 の 熱 源 か ら の 発 熱
に よ っ て 、 液 晶 表 示 装 置 １ 周 囲 の 温 度 （ 環 境 温 度 ） よ り も 高 く な る 。 例 え ば 、 環 境 温 度 が
３ ０ ℃ に な る と 、 パ ネ ル １ １ 周 囲 の 温 度 は 、 ４ ０ ℃ を 超 え て し ま う 。 し た が っ て 、 気 温 が
３ ０ ℃ を 超 え る 気 候 の 場 所 で の 使 用 が 想 定 さ れ る 場 合 は 、 温 度 の 変 動 幅 の 下 限 値 は 、 ４ ５
℃ 以 上 に 設 定 す る こ と が 望 ま し く 、 目 標 温 度 は 、 ４ ８ ℃ 以 上 に 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
な お 、 温 度 制 御 回 路 ７ に よ る 温 度 制 御 の 上 限 値 は 、 液 晶 の 相 転 移 温 度 （ ８ ０ ℃ ） を 超 え ず
、 し か も 、 液 晶 表 示 装 置 １ の 使 用 者 が パ ネ ル １ １ を 手 で 持 っ て や け ど し な い た め に は 、 ６
６ ℃ 以 下 に 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。 た だ し 、 目 標 温 度 を 高 く 設 定 し て 、 温 度 の 上 限 値 を
高 く 設 定 す れ ば す る 程 、 ヒ ー タ ５ の 消 費 電 力 が 増 大 す る の で 、 目 標 温 度 は 、 上 記 各 条 件 を
満 た す 範 囲 で 、 低 く 設 定 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
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【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 以 上 の よ う に 、 階 調 遷 移 を 強 調 す る 際 に 参 照 さ れ る ル ッ ク
ア ッ プ テ ー ブ ル の 枚 数 は 、 １ 枚 に 設 定 さ れ て お り 、 液 晶 パ ネ ル を 加 熱 す る ヒ ー タ と 、 ３ ３
℃ か ら ６ ３ ℃ ま で の う ち の 予 め 定 め ら れ た 温 度 を 目 標 温 度 と し 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が
当 該 目 標 温 度 か ら ３ ℃ 以 内 に な る よ う に 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 開 始 ／ 加 熱 停 止 を 制 御 す
る ヒ ー タ 制 御 手 段 と を 備 え て い る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
ま た 、 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 上 記 ヒ ー タ 制 御 手 段 に 代 え て 、 上 記 ヒ ー タ を 制 御 し
て 、 ３ ３ ℃ か ら ６ ３ ℃ ま で の う ち の 予 め 定 め ら れ た 温 度 を 目 標 温 度 と し 、 上 記 液 晶 パ ネ ル
の 温 度 が 、 １ ℃ か ら １ ． ５ ℃ ま で の う ち の 予 め 定 め ら れ た し き い 値 以 上 に 上 記 目 標 温 度 を
上 回 っ た 場 合 は 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 を 停 止 し 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が 、 １ ℃ か ら １
． ５ ℃ ま で の う ち の 予 め 定 め ら れ た し き い 値 以 上 に 上 記 目 標 温 度 を 下 回 っ た 場 合 は 、 上 記
ヒ ー タ に よ る 加 熱 を 開 始 す る ヒ ー タ 制 御 手 段 と を 備 え て い る 構 成 で あ り 、 当 該 構 成 に よ っ
て 、 液 晶 パ ネ ル の 周 囲 温 度 が 変 化 し て も 、 液 晶 パ ネ ル の 温 度 を 目 標 温 度 ± ３ ℃ 以 内 に 制 御
す る 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
こ れ ら の 構 成 で は 、 ヒ ー タ 制 御 手 段 に よ る 液 晶 パ ネ ル の 温 度 制 御 の 目 標 温 度 が 、 ３ ３ ℃ 以
上 に 予 め 定 め ら れ た 温 度 に 設 定 さ れ て お り 、 液 晶 パ ネ ル の 温 度 は 、 ３ ０ ℃ 以 上 に 保 た れ て
い る 。 し た が っ て 、 前 々 回 か ら 前 回 へ の 階 調 遷 移 が 特 定 の 階 調 遷 移 で あ る か 否 か を 判 定 す
る 回 路 お よ び 判 定 結 果 に 応 じ て 階 調 遷 移 強 調 の 程 度 を 調 整 す る 回 路 を 設 け る こ と な く 、 白
光 り や 黒 沈 み の 発 生 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
ま た 、 上 記 構 成 に 係 る ヒ ー タ 制 御 手 段 は 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が 当 該 目 標 温 度 か ら ３ ℃
以 内 に な る よ う に 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 開 始 ／ 加 熱 停 止 を 制 御 す る 。 し た が っ て 、 上 記
ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル の 枚 数 が １ 枚 に 設 定 さ れ 、 制 御 手 段 に よ る 階 調 遷 移 強 調 の 程 度 が 、
前 回 お よ び 今 回 の 階 調 の み か ら 決 定 さ れ て い る に も 拘 わ ら ず 、 画 素 の 到 達 階 調 を 目 標 と す
る 輝 度 の ± ２ ０ ％ 以 内 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
加 え て 、 上 記 構 成 に 係 る ヒ ー タ 制 御 手 段 は 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温 度 が 当 該 目 標 温 度 か ら ３
℃ 以 内 に な る よ う に 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 開 始 ／ 加 熱 停 止 を 制 御 す る の で 、 １ ℃ 以 内 に
制 御 す る 場 合 と 異 な り 、 温 度 を 予 測 回 路 や 段 階 的 に 加 熱 量 を 制 御 す る 回 路 を 設 け る 必 要 が
な い 。 し た が っ て 、 予 測 の 誤 り な ど に 起 因 す る 不 所 望 な 温 度 の 上 昇 が 発 生 せ ず 、 当 該 温 度
上 昇 に 起 因 す る 白 光 り も 発 生 し な い 。
【 ０ １ ０ １ 】
こ れ ら の 結 果 、 周 囲 温 度 に 拘 わ ら ず 、 表 示 品 質 の 劣 化 を 使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に 抑 え
つ つ 、 し か も 、 応 答 速 度 を 向 上 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 、 簡 単 な 回 路 構 成 で 実 現 で き る と い
う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 以 上 の よ う に 、 階 調 遷 移 を 強 調 す る 際 に 参 照 さ れ る ル ッ ク
ア ッ プ テ ー ブ ル の 枚 数 は 、 １ 枚 に 設 定 さ れ て お り 、 上 記 液 晶 パ ネ ル を 加 熱 す る ヒ ー タ と 、
上 記 制 御 手 段 に よ る 階 調 遷 移 の 強 調 に よ っ て 、 い ず れ の 階 調 遷 移 で あ っ て も 上 記 画 素 が 実
質 的 に 目 的 階 調 へ 到 達 で き る 液 晶 温 度 を 目 標 温 度 と し 、 上 記 液 晶 パ ネ ル の 温 度 と 当 該 目 標
温 度 と の 差 が 予 め 定 め ら れ た し き い 値 を 超 え な い よ う に 、 上 記 ヒ ー タ に よ る 加 熱 開 始 ／ 加
熱 停 止 を 制 御 す る ヒ ー タ 制 御 手 段 と を 備 え 、 上 記 し き い 値 は 、 上 記 制 御 手 段 に よ る 階 調 補
正 に よ っ て 画 素 が 到 達 す る 階 調 と 目 的 階 調 と の 差 が 許 容 範 囲 に 収 ま る よ う に 設 定 さ れ て い
る 構 成 で あ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
上 記 構 成 で は 、 ヒ ー タ 制 御 手 段 が ヒ ー タ の 加 熱 ／ 加 熱 停 止 を 制 御 す る た め の 目 標 温 度 は 、
制 御 手 段 が １ 枚 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に よ っ て 階 調 遷 移 を 強 調 し て い る に も 拘 わ ら ず 、
い ず れ の 階 調 遷 移 で あ っ て も 上 記 画 素 が 実 質 的 に 目 的 階 調 へ 到 達 で き る 液 晶 温 度 に 設 定 さ
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れ て い る 。 ま た 、 ヒ ー タ 制 御 手 段 が ヒ ー タ の 加 熱 ／ 加 熱 停 止 を 制 御 す る 際 の し き い 値 は 、
制 御 手 段 が １ 枚 の ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル に よ っ て 階 調 遷 移 を 強 調 し て い る に も 拘 わ ら ず 、
上 記 制 御 手 段 に よ る 階 調 補 正 に よ っ て 画 素 が 到 達 す る 階 調 と 目 的 階 調 と の 差 が 許 容 範 囲 に
収 ま る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
し た が っ て 、 目 標 温 度 と の 差 が １ ℃ 以 内 に な る よ う に 温 度 を 制 御 す る 場 合 と 異 な り 、 温 度
を 予 測 回 路 や 段 階 的 に 加 熱 量 を 制 御 す る 回 路 を 設 け る 必 要 が な い 。 し た が っ て 、 予 測 の 誤
り な ど に 起 因 す る 不 所 望 な 温 度 の 上 昇 が 発 生 せ ず 、 当 該 温 度 上 昇 に 起 因 す る 白 光 り も 発 生
し な い 。
【 ０ １ ０ ５ 】
こ れ ら の 結 果 、 周 囲 温 度 に 拘 わ ら ず 、 表 示 品 質 の 劣 化 を 使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に 抑 え
つ つ 、 し か も 、 応 答 速 度 を 向 上 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 、 簡 単 な 回 路 構 成 で 実 現 で き る と い
う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 以 上 の よ う に 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 上 記 目 標 温 度 は 、 ３ ３
℃ か ら ６ ３ ℃ の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る 構 成 で あ る 。 当 該 構 成 で は 、 目 標 温 度 が ３ ３ ℃ か ら
６ ３ ℃ の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る の で 、 上 記 し き い 値 を ３ ℃ に 設 定 し た と し て も 、 液 晶 パ ネ
ル の 温 度 が ３ ０ ℃ を 下 回 る こ と が な い 。 し た が っ て 、 上 記 判 定 回 路 お よ び 調 整 回 路 を 設 け
る こ と な く 、 白 光 り や 黒 沈 み の 発 生 を 防 止 で き 、 周 囲 温 度 に 拘 わ ら ず 、 表 示 品 質 の 劣 化 を
使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に 抑 え つ つ 、 し か も 、 応 答 速 度 を 向 上 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 、
簡 単 な 回 路 構 成 で 実 現 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 以 上 の よ う に 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 上 記 許 容 範 囲 は 、 目 的
と す る 輝 度 に 対 す る 、 今 回 の 階 調 遷 移 に よ り 到 達 す る 輝 度 の 誤 差 が 、 ± ２ ０ ％ 以 内 の 範 囲
で あ る 。 当 該 構 成 で は 、 許 容 範 囲 が 目 的 と す る 輝 度 の ± ２ ０ ％ 以 内 の 範 囲 に な る よ う に 設
定 さ れ て い る の で 、 周 囲 温 度 に 拘 わ ら ず 、 表 示 品 質 の 劣 化 を 使 用 者 が 認 識 で き な い 程 度 に
抑 え つ つ 、 し か も 、 応 答 速 度 を 向 上 可 能 な 液 晶 表 示 装 置 を 、 簡 単 な 回 路 構 成 で 実 現 で き る
と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 は 、 以 上 の よ う に 、 上 記 構 成 に 加 え て 、 目 標 温 度 は 、 ４ ８ ℃ 以
上 に 設 定 す る 構 成 で あ る 。 当 該 構 成 で は 、 気 温 が ３ ０ ℃ を 超 え る 気 候 で 、 上 記 液 晶 表 示 装
置 が 使 用 さ れ る 場 合 で あ っ て も 、 冷 却 シ ス テ ム を 設 け ず 、 ヒ ー タ に よ っ て 液 晶 パ ネ ル を 加
熱 し 、 放 射 （ 熱 伝 導 ） 冷 却 に よ っ て 自 然 冷 却 す る 構 成 に よ っ て 、 液 晶 パ ネ ル の 温 度 を 当 該
目 標 温 度 か ら ３ ℃ 以 内 に な る よ う に 制 御 で き る と い う 効 果 を 奏 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す も の で あ り 、 液 晶 表 示 装 置 の 要 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 ２ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 に 設 け ら れ た 画 素 の 構 成 例 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 に 設 け ら れ た 変 調 駆 動 処 理 部 の 要 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 に 設 け ら れ た 液 晶 セ ル を 示 す も の で あ り 、 電 圧 無 印 加 状 態 を 示
す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 に 設 け ら れ た 液 晶 セ ル を 示 す も の で あ り 、 電 圧 印 加 状 態 を 示 す
模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 上 記 液 晶 セ ル の 構 成 例 を 示 す も の で あ り 、 画 素 電 極 近 傍 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 に 設 け ら れ た ヒ ー タ の 構 成 例 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 に 設 け ら れ た 温 度 制 御 回 路 の 構 成 例 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 の 温 度 を ４ ０ ℃ に 維 持 し た 場 合 に 好 適 な ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル
の 内 容 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 の 温 度 を ３ ５ ℃ に 維 持 し た 場 合 に 好 適 な ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ
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ル の 内 容 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ １ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 の 温 度 を ３ ０ ℃ に 維 持 し た 場 合 に 好 適 な ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ
ル の 内 容 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 の 温 度 を ２ ５ ℃ に 維 持 し た 場 合 に 好 適 な ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ
ル の 内 容 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 の 温 度 を ３ ５ ℃ に 維 持 す る と 共 に 、 ３ ５ ℃ に 最 適 な ル ッ ク ア
ッ プ テ ー ブ ル に よ っ て 駆 動 し た 場 合 の 到 達 率 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 上 記 液 晶 表 示 装 置 の 温 度 を ３ ５ ℃ に 維 持 す る と 共 に 、 ４ ０ ℃ に 最 適 な ル ッ ク ア
ッ プ テ ー ブ ル に よ っ て 駆 動 し た 場 合 の 到 達 率 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 液 晶 表 示 装 置
５ 　 　 ヒ ー タ
７ 　 　 温 度 制 御 回 路 （ ヒ ー タ 制 御 手 段 ）
２ １ 　 　 フ レ ー ム メ モ リ （ メ モ リ ）
２ ３ 　 　 ル ッ ク ア ッ プ テ ー ブ ル
２ ４ 　 　 演 算 回 路 （ 制 御 手 段 ）
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

(20) JP 2004-325496 A 2004.11.18



フロントページの続き

(51)Int.Cl.7                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｒ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｕ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４２Ｐ          　　　　　

Ｆターム(参考) 2H093 NA16  NA43  NA53  NC28  NC29  NC34  NC35  NC47  NC57  NC63 
　　　　 　　        NC65  NC76  ND06  ND07  ND33  ND45  ND49  ND58  NE04  NF04 
　　　　 　　        NF09  NH18 
　　　　 　　  5C006 AF01  AF11  AF44  AF45  AF51  AF52  AF53  AF54  AF62  BB16 
　　　　 　　        BC16  BF02  BF08  BF14  BF38  FA14  FA19  FA44  GA03 
　　　　 　　  5C080 AA10  BB05  DD08  DD22  EE19  EE29  FF11  GG12  GG17  JJ02 
　　　　 　　        JJ06 
　　　　 　　  5G435 AA01  AA12  BB12  GG42 

(21) JP 2004-325496 A 2004.11.18



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2004325496A 公开(公告)日 2004-11-18

申请号 JP2003115784 申请日 2003-04-21

[标]申请(专利权)人(译) 夏普株式会社

申请(专利权)人(译) 夏普公司

[标]发明人 塩見誠

发明人 塩見 誠

IPC分类号 G02F1/133 G09F9/00 G09G3/20 G09G3/36

CPC分类号 G02F1/133382 G02F2203/30 G09G2320/0252 G09G2320/0285 G09G2320/041 G09G2340/16 A63C17
/068 A63C17/226

FI分类号 G09G3/36 G02F1/133.575 G02F1/133.580 G09F9/00.304.C G09G3/20.621.F G09G3/20.631.R G09G3
/20.631.U G09G3/20.642.P

F-TERM分类号 2H093/NA16 2H093/NA43 2H093/NA53 2H093/NC28 2H093/NC29 2H093/NC34 2H093/NC35 2H093
/NC47 2H093/NC57 2H093/NC63 2H093/NC65 2H093/NC76 2H093/ND06 2H093/ND07 2H093/ND33 
2H093/ND45 2H093/ND49 2H093/ND58 2H093/NE04 2H093/NF04 2H093/NF09 2H093/NH18 5C006
/AF01 5C006/AF11 5C006/AF44 5C006/AF45 5C006/AF51 5C006/AF52 5C006/AF53 5C006/AF54 
5C006/AF62 5C006/BB16 5C006/BC16 5C006/BF02 5C006/BF08 5C006/BF14 5C006/BF38 5C006
/FA14 5C006/FA19 5C006/FA44 5C006/GA03 5C080/AA10 5C080/BB05 5C080/DD08 5C080/DD22 
5C080/EE19 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/GG12 5C080/GG17 5C080/JJ02 5C080/JJ06 5G435
/AA01 5G435/AA12 5G435/BB12 5G435/GG42 2H193/ZA04 2H193/ZD23 2H193/ZE01 2H193/ZH17 
2H193/ZH18 2H193/ZH33 2H193/ZH40 2H193/ZH62 2H193/ZH65 2H193/ZP04 2H193/ZQ08 2H193
/ZQ11

代理人(译) 木岛隆一
金子 一郎

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：实现一种液晶显示装置，该液晶显示装置即使在环境温度
变化的情况下也能够将显示质量的劣化抑制到用户无法识别的程度，并
且能够提高响应速度，并且电路结构简单。 为了强调从前一帧到当前帧
的灰度过渡，调制驱动处理单元设置与前一帧和当前帧的视频数据的组
合相对应的校正后的视频数据，而与环境温度无关。 从一个查询表中读
出并输出。 另一方面，温度控制电路7控制加热器5以将设定为48℃至
63℃的温度设定为目标温度，并将面板11的温度设定为1℃至1.5℃。 当
温度超过高于该值的目标温度时，停止加热器5的加热，并且面板11的温
度下降到低于目标温度的目标温度，该目标温度高于从1℃至1.5℃设定
的阈值。 开始通过加热器加热5。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/94ee6428-ad33-4654-a247-97278d4013e6
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/033157085/publication/JP2004325496A?q=JP2004325496A

